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江
戸
初
期
の
狂
言
の
古
図
に

描
か
れ
た
女
の「
か
た
び
ら
」

藤
岡　

道
子

①�

　
江
戸
初
期
の
狂
言
の
女
の
小
袖

の
素
材
に
つ
い
て

　

江
戸
初
期
の
狂
言
の
舞
台
で
、
女

役
は
ど
の
よ
う
な
小
袖
を
着
て
い
た

の
か
。

　

狂
言
の
当
時
の
衣
装
付
は
能
の
よ

う
に
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
初
期
台
本

か
ら
も
推
察
す
る
こ
と
は
非
常
に
む

ず
か
し
い
。
そ
こ
で
『
狂
言
記
』

（
１
６
６
０
刊
）
を
ひ
も
と
い
て
み

る
。『
狂
言
記
』
の
各
巻
頭
の
衣
装

付
に
は
女
の
着
衣
と
し
て
の
小
袖
に

関
す
る
情
報
は
ま
っ
た
く
な
い
。
挿

絵
に
は
わ
ず
か
に
情
報
が
あ
る
。
女

は
小
袖
着
流
し
に
女
帯
で
、
ほ
ぼ
今

日
の
出
で
立
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺

え
る
。『
狂
言
記　

外
』（
１
７
０
０

刊
）
の
衣
装
付
か
ら
は
「
箔
」
の
記

述
が
現
れ
る
の
で
、
女
の
小
袖
は
今

日
の
「
縫
箔
」
と
同
じ
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
女
の
小
袖
は
絹

織
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
狂
言
の
古
図
を
見
渡

し
て
い
く
と
、
非
常
に
印
象
的
な
女

の
小
袖
に
気
づ
く
。
そ
の
小
袖
は
、

狂
言
図
以
外
の
歌
舞
伎
舞
台
図
や
都

市
風
俗
図
、
遊
女
図
等
に
ま
っ
た
く

見
出
せ
な
い
。
な
ぜ
狂
言
の
女
だ
け

が
こ
の
小
袖
を
着
て
い
る
の
か
。
そ

し
て
こ
の
小
袖
は
い
っ
た
い
ど
の
よ

う
な
テ
キ
ス
タ
イ
ル
な
の
か
。

　

そ
の
小
袖
を
、
よ
く
知
ら
れ
た
狂

言
の
古
図
か
ら
引
用
す
れ
ば
、『
狂

言
古
図
』（
国
立
能
楽
堂
蔵
）
の
「
ろ

さ
い
太
郎
」（「
千
切
木
」）お
よ
び「
か

ま
は
ら
」（「
鎌
腹
」）
の
女
の
小
袖

で
あ
る
。
白
地
に
藍
一
色
で
た
い
て

い
は
肩
裾
に
幾
何
学
的
な
模
様
が
描

か
れ
る
。
一
見
、
今
日
の
浴
衣
の
よ

う
に
見
え
る
。
こ
の
小
袖
は
『
古
狂

言
後
素
帖
』（
個
人
像
）
に
も
見
え
、

ま
た
別
系
統
の
古
図
で
あ
る
『
狂
言

図
巻
』（
法
政
大
学
能
研
蔵
、
江
戸

後
期
の
転
写
本
だ
が
、
そ
の
原
本
は

江
戸
前
期
の
大
名
道
具
と
お
ぼ
し
い

美
本
）
に
も
見
え
る
。

　

そ
の
小
袖
は
、
色
と
模
様
か
ら
縫

箔
に
は
見
え
な
い
。
よ
く
見
る
と
裾

や
袖
口
に
赤
い
色
が
見
え
る
の
で
、

白
い
表
地
に
赤
い
裏
地
を
つ
け
た

「
合
わ
せ
」
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

こ
の
小
袖
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
衣
装

な
の
か
。「
合
わ
せ
」な
の
か
、否
か
。

素
材
は
絹
か
、
否
か
。
な
ぜ
、
狂
言

の
女
だ
け
が
着
て
い
る
の
か
。

②�

　『
花
洛
の
モ
ー
ド
』
図
録
に
載

る
「
か
た
び
ら
」

　

京
都
国
立
博
物
館
で
の
展
観
『
花

洛
の
モ
ー
ド
』（
１
９
９
９
年
）
に

江
戸
後
期
の
公
家
の
女
房
衣
装
と
し

て
の
「
か
た
び
ら
」
が
数
点
出
陳
さ

れ
た
。
伝
存
状
態
の
よ
い
美
し
い
上

等
の
小
袖
で
、
な
か
に
は
近
衛
家
伝

来
と
素
性
の
あ
き
ら
か
な
も
の
も
あ

る
。
麻
の
「
か
た
び
ら
」
は
公
家
や

上
級
武
家
の
女
房
の
夏
の
衣
装
と
し

て
着
用
さ
れ
て
い
た
。
展
観
時
に
展

示
さ
れ
た
小
袖
は
み
な
極
上
の
麻
製

で
、
そ
こ
に
染
と
縫
で
意
匠
が
ほ
ど

こ
さ
れ
て
い
る
。

　

狂
言
の
古
図
に
描
か
れ
た
、
小
袖

の
裾
、
袖
口
の
赤
い
色
は
『
花
洛
の

モ
ー
ド
』図
録
所
載
の「
か
た
び
ら
」

を
参
考
に
す
れ
ば
、
裾
、
袖
口
、
襟

に
当
て
る
赤
い
あ
て
布
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
小
袖

は
「
合
わ
せ
」
で
は
な
く
、
夏
用
の

「
か
た
び
ら
」
だ
っ
た
と
解
読
で
き

る
の
で
あ
る
。

　
『
花
洛
の
モ
ー
ド
』
所
載
の
「
か

た
び
ら
」
は
江
戸
後
期
の
も
の
ば
か

り
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
服
飾
の

素
材
や
製
法
の
変
化
の
緩
さ
か
ら
考

え
れ
ば
、
江
戸
初
期
に
ま
で
遡
る
こ

と
は
で
き
よ
う
。
狂
言
の
古
図
に
描

か
れ
て
い
た
、
白
地
に
藍
の
浴
衣
風

の
小
袖
は
、
麻
の
「
か
た
び
ら
」

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
狂
言
の
古

図
の
「
か
た
び
ら
」
は
染
の
み
で
、

縫
は
皆
無
で
あ
る
。
上
級
階
層
の
女

房
の
「
か
た
び
ら
」
の
下
の
ラ
ン
ク

で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

　

狂
言
の
女
が
ひ
と
え
の
麻
の
「
か

た
び
ら
」
を
着
て
い
た
こ
と
は
先
行

研
究
に
お
い
て
ま
っ
た
く
指
摘
さ
れ

て
い
な
い
。
女
が
麻
製
の
衣
装
を
つ

け
て
い
た
こ
と
は
、
演
出
を
考
え
る

上
で
は
、微
細
な
こ
と
か
も
し
れ
ず
、

あ
る
い
は
そ
う
で
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
女
の
被
り
物
、今
日「
ビ
ナ
ン
」

と
呼
ん
で
い
る
被
り
物
は
江
戸
初
期

か
ら
狂
言
の
女
が
着
用
し
て
い
る
。

こ
の
素
材
が
何
か
は
文
献
上
か
ら
は

『狂言古図』ろさい太郎の女『狂言図巻』加茂間御田の女

『
花
洛
の
モ
ー
ド
』
京
都
国
立
博
物
館
よ
り

楓
に
時
雨
文
字
文
様
帷
子
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確
認
で
き
な
い
。
現
在
の
素
材
か
ら
逆
算

し
て
、
晒
し
、
す
な
わ
ち
綿
製
品
で
あ
る

と
漠
然
と
は
考
え
ら
れ
る
。
晒
し
で
あ
っ

た
と
し
て
、
晒
し
の
被
り
物
と
麻
の
「
か

た
び
ら
」
の
女
の
出
で
立
ち
は
、
能
舞
台

で
の
能
の
女
の
出
で
立
ち
と
は
激
し
い
落

差
が
あ
る
。
江
戸
初
期
の
狂
言
の
、
能
舞

台
に
お
け
る
立
ち
位
置
を
考
え
る
と
き
、

能
と
は
か
な
り
の
格
差
を
設
け
て
い
た
の

だ
と
気
づ
か
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
こ
の
麻
の
「
か
た
び
ら
」
の

出
ど
こ
ろ
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
現
時
点

で
は
ま
っ
た
く
確
証
の
な
い
こ
と
な
の
だ

が
、
狂
言
の
上
演
劇
団
へ
の
上
級
階
層
か

ら
の
下
賜
品
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
だ

ろ
う
か
。
女
房
の
小
袖
を
、
あ
る
夏
、
ま

と
め
て
新
調
す
る
こ
と
に
な
っ
た
某
家

が
、
古
着
な
が
ら
粗
末
で
は
な
い
麻
の

「
か
た
び
ら
」
を
下
げ
渡
し
て
や
っ
た
。

劇
団
と
し
て
は
う
れ
し
い
頂
戴
も
の
で
あ

る
。
た
と
え
ば
そ
れ
が
近
衛
家
で
あ
っ
た

り
す
る
記
録
が
見
出
さ
れ
れ
ば
お
も
し
ろ

い
が
、
今
は
手
が
か
り
が
な
い
。
狂
言
の

女
の
み
が
こ
の
白
地
に
藍
染
の
「
か
た
び

ら
」
を
き
て
い
る
意
味
も
、
こ
の
「
か
た

び
ら
」
の
流
通
経
路
が
た
ど
れ
れ
ば
明
ら

か
に
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
と
思
う
。

③�

　『
間
・
風
流
伝
書
』
に
見
え
る
「
か

た
び
ら
」

　

以
上
を
関
西
の
能
楽
研
究
会
で
あ
る
六

麓
会
に
て
口
頭
発
表
し
た
、
そ
の
後
日
、

山
口
県
立
大
学
の
稲
田
秀
雄
氏
よ
り
ご
教

示
が
あ
っ
た
。「
か
た
び
ら
」
を
ど
こ
か

で
見
た
記
憶
が
あ
っ
た
の
で
確
か
め
た
と

こ
ろ
『
間
・
風
流
伝
書
』
だ
っ
た
、
と
の

ご
指
摘
で
あ
っ
た
。

　
『
間
・
風
流
伝
書
』（
１
６
３
０
奥
書
）

に
は
数
箇
所
の
「
か
た
び
ら
」
の
記
事
が

あ
る
。「
矢
立
賀
茂
」、「
愛
寿
」、「
小
局マ
マ

」、

「
酒
天
童
子
」、「
正
尊
」、「
紅
葉
狩
」
の

間
の
女
の
出
で
立
ち
で
あ
る
。「
矢
立
賀

茂
」
に
は

「
女
の
出
た
ち
、
下
に
は
古
き
は
く

の
小
袖
、古
き
ぬ
い
は
く
着
て
よ
し
。

上
に
は
地
白
の
か
た
び
ら
、
い
づ
れ

も
女
か
た
び
ら
の
だ
て
成
を
着
て
、」

と
あ
る
。
な
ん
と
、「
か
た
び
ら
」を
縫
箔
、

ま
た
は
箔
（
お
そ
ら
く
摺
箔
）
の
着
付
け

の
上
に
着
て
い
る
の
だ
。
他
の
曲
も
す
べ

て
同
じ
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
狂
言
の
古

図
の
白
地
に
藍
染
の
「
か
た
び
ら
」
か
と

考
察
し
た
衣
装
は
、
大
蔵
虎
清
の
時
代
の

衣
装
付
に
一
致
す
る
の
で
あ
っ
た
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

『
碧
巌
録
』
第
七
則
の�

�

「
通
玄
峰
頂
」�

 

︱
能
『
清
経
』
の
不
明
語
句
︱

三
苫　

佳
子

　

世
阿
弥
作
の
能
『
清
経
』
の
キ
リ
の
本

文
に
は
、
シ
テ
方
五
流
の
謡
本
で
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
表
記
と
な
っ
て
い
る
上
に
、
意

味
不
明
の
語
句
が
あ
る
。
そ
の
語
句
の
表

記
は
各
流
の
昭
和
版
謡
本
で
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る（
括
弧
内
は
フ
リ
ガ
ナ
）。

　

喜
多
流

つ
げ
ん
だ
う
じ
や
う
［
＊
本
文
平
仮
名
］

　

金
剛
流

通
玄
道
場
（
ツ
ウ
ゲ
ン
タ
ウ
ジ
ャ
ウ
）

　

観
世
流

通
玄
道
場
（
ツ
ウ
ゲ
ン
ド
オ
ヂ
ヨ
オ
）

　

金
春
流

通
患
道
場
（
ツ
ウ
ゲ
ン
ド
オ
ジ
ョ
オ
）

　

宝
生
流

通
患
（
ツ
ゲ
ン
）
道
場

　

こ
の
不
明
語
句
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
は
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
き
た
。
佐

成
謙
太
郎
氏
（
注
１
）
に
よ
れ
ば
「
痛
患

闘
諍
で
は
な
か
ら
う
か
」
と
あ
り
、
小
山

弘
氏
（
注
２
）
に
よ
れ
ば
「
未
詳
。「
痛
患

闘
諍
」
と
当
て
る
べ
き
か
と
の
説
（
謡
曲

大
観
）
も
あ
る
。
現
代
語
訳
で
は
こ
の
語

を
省
略
し
た
。」
と
な
っ
て
い
る
。
表
章

氏
（
注
３
）
に
よ
れ
ば
、「
底
本
「
つ
う
け

ん
た
う
ち
や
う
」。
江
戸
初
期
か
ら
通
玄

道
場
の
字
を
あ
て
る
が
、
語
義
不
明
」、

伊
藤
正
義
氏
（
注
４
）
に
よ
れ
ば
「
通
玄

道
場
は
『
謡
抄
』
以
来
の
宛
字
で
、「
真

心（
シ
ン
シ
ン
）ヲ
レ
イ
シ
テ
直（
ジ
キ
）

ニ
道
場
ニ
至
ル
ト
云
心
」
と
解
す
る
が
存

疑
。「
痛
患
闘
諍
」
と
宛
て
る
説
（『
謡
曲

大
観
』
等
）
も
あ
る
が
、
と
も
に
用
例
未

詳
。」
と
な
っ
て
い
る
。
意
味
を
知
る
手

が
か
り
は
な
く
、
本
文
を
訳
す
こ
と
も
で

き
ず
、
誤
写
と
し
て
も
原
形
が
推
測
で
き

な
い
状
況
だ
が
、
能
で
は
そ
の
ま
ま
謡
わ

れ
て
い
る
。

　

で
は
、
不
明
語
句
の
前
後
の
文
脈
を
金

春
流
の
本
文
で
み
て
み
よ
う
。

地
〽
さ
て
修
羅
道
に
遠
近
の

　

た
つ
木
は
敵　

雨
は
矢
さ
き

　

月
は
清
剣　

山
は
鉄
城

　

雲
の
旗
手
を
つ
い
て

　

驕
慢
の
剣
を
そ
ろ
え
て

　

邪
見
の
眼
の
光

　

愛
欲
と
ん
い
ち　

痛
患
道
場

　

無
明
も　

法
性
も　

乱
る
る
敵

　

打
つ
は
波　

引
く
は
潮

　
「
キ
リ
」
は
、
清
経
が
死
後
に
一
旦
落

ち
た
修
羅
道
の
世
界
を
妻
に
語
る
場
面

で
、
六
道
の
一
つ
修
羅
道
は
、
飽
く
な
き

闘
争
の
繰
り
広
げ
ら
れ
る
世
界
と
さ
れ

る
。
修
羅
の
世
界
で
は
、
立
ち
木
が
敵
と

な
り
、雨
は
矢
に
、三
日
月
は
鋭
い
剣
に
、

山
は
鉄
の
城
と
変
わ
り
、
雲
を
旗
と
し
て

盾
を
突
き
、
驕
慢
の
心
を
剣
と
し
て
向
け

る
、
そ
の
敵
の
眼
は
邪
悪
な
光
に
満
ち
て

い
る
、と
い
う
の
が
前
半
の
内
容
で
あ
る
。

　

次
の
「
愛
欲
と
ん
い
ち
」
と
は
、
愛
欲

と
、貪
恚
痴
（
と
ん
に
ち
）
す
な
わ
ち
「
三

毒
」
と
呼
ば
れ
る
三
種
の
煩
悩
、貪
欲
（
と

ん
よ
く
）：
貪
る
心
、
瞋
恚
（
し
ん
に
）：

怒
り
、
愚
痴
（
ぐ
ち
）：
愚
か
さ
を
示
す
。

不
明
の
語
句
の
次
の「
無
明（
む
み
ょ
う
）」

は
人
間
の
煩
悩
で
無
知
の
極
致
で
あ
り
、

対
す
る
「
法
性
」
は
仏
教
が
説
く
真
理
を

示
す
。「
無
明
」
と
「
法
性
」
と
は
「
相
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剋
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
」（
注
４
、二
六
頁
）

と
指
摘
さ
れ
る
が
、「
乱
る
る
敵
」
と
続

く
か
ら
、修
羅
道
は
、相
反
す
る
「
無
明
」

と
「
法
性
」
が
混
沌
と
入
り
乱
れ
た
世
界

で
あ
る
事
を
示
す
。
さ
ら
に「
打
つ
は
波
」

「
引
く
は
潮
」
と
対
称
的
に
語
句
が
綴
ら

れ
る
。

　

世
阿
弥
が
意
図
的
に
語
句
を
対
に
し
た

の
で
あ
れ
ば
、
意
味
不
明
の
語
句
が
、「
愛

欲
貪
瞋
恚
」
と
は
反
対
で
、「
無
明
」
と

相
剋
す
る
「
法
性
」
に
相
当
す
る
内
容
で

あ
る
こ
と
は
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

実
は
『
禅
林
句
集
』（
注
５
）
の
中
に
、

『
弱
法
師
』
と
い
う
能
に
「
滿
目
靑
山
は

心
に
あ
り
」
と
い
う
形
で
引
か
れ
て
い
る

「
滿
目
靑
山
」
と
い
う
言
葉
を
含
む
句
が

選
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
不
明
語
句
に

似
た「
通
玄
峰
頂
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

　
　

通
玄
峰
頂　

不
二
是
人
閒
一

　
　

心
外
無
法　

滿
目
靑
山

［
訳
：
天
台
山
の
通
玄
峰
の
頂
き
は

仏
教
の
境
地
で
、
俗
塵
を
絶
し
て
人

間
界
を
超
越
し
て
い
る
。
心
の
外
に

法
（
真
理
）
は
な
く
、
法
界
は
こ
の

一
心
に
収
ま
る
。
一
心
法
界
は
そ
の

ま
ま
の
姿
で
明
ら
か
に
こ
の
満
目
の

青
山
と
し
て
現
前
し
て
い
る
］

　

こ
の
「
滿
目
靑
山
」
を
含
ん
だ
十
六
字

の
句
に
つ
い
て
は
、
表
章
氏
に
よ
る
『
弱

法
師
』
の
「
補
注
二
二
三
」（
注
３
）
で
、『
碧

巌
録
』
第
七
則
の
「
評
唱
」
に
あ
る
こ
と

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
中
国
の
禅
宗
、
法

眼
宗
の
法
眼
禅
師
の
「
曹
源
の
一
滴
水
」

に
つ
い
て
の
問
答
を
聞
い
て
大
悟
し
た
徳

韶
国
師
が
、
通
玄
峰
に
住
み
法
眼
に
贈
っ

た
偈
が
こ
の
句
で
あ
る
（
注
６
）（
注
７
）。

　
「
通
玄
峰
頂
」
は
「
つ
う
げ
ん
ほ
う
ち
ゃ

う
」
と
読
む
。「
ほ
」
を
「
た
」
に
変
え

れ
ば
「
つ
う
げ
ん
た
う
ち
や
う
」
と
な
る

た
め
、「
た
」
が
誤
記
で
あ
っ
た
可
能
性

を
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
。

　

意
味
と
し
て
は
、
通
玄
峰
の
頂
き
に
悟

り
の
境
地
が
現
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
示
す
か
ら
、「
愛
欲
貪
恚
痴
」
の
対
極

と
な
る
内
容
で
あ
る
し
、「
法
性
」
に
相

当
す
る
言
葉
と
な
り
、
文
脈
に
も
合
う
。

　

ま
た
、
通
玄
峰
が
能
役
者
に
伝
わ
ら
な

か
っ
た
の
は
、
中
国
天
台
山
の
峰
の
名
で

あ
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
が
、「
曹
源

の
一
滴
水
」
と
い
う
禅
の
根
本
を
示
す
言

葉
は
禅
宗
の
庭
園
に
認
め
ら
れ
る
。
臨
済

宗
の
義
天
玄
詔
が
宝
徳
二
（
一
四
五
〇
）

年
に
開
創
し
た
龍
安
寺
は
、
庭
園
の
主
題

「
仏
の
本
体
」
が
「
碧
巌
録
第
七
則
」
に

基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
方
丈
の
裏
の
池
庭

の
景
観
に
は
「
評
唱
」
の
「
曹
源
の
一
滴

水
」
に
基
づ
き
「
通
玄
峰
頂
不
是
人
閒
心

外
無
法
滿
目
靑
山
」
が
表
現
さ
れ
た
よ
う

だ
（
注
７
）。

　

龍
安
寺
以
前
に
、夢
窓
疎
石（
一
二
七
五

〜
一
三
五
一
）
の
開
山
と
な
る
天
龍
寺
に

は
「
曹
源
池
」
庭
園
が
造
ら
れ
て
い
た
。

池
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
霊
石
に
夢
窓
が

「
曹
源
一
滴
」
と
彫
っ
た
こ
と
か
ら
「
曹

源
池
」
と
命
名
さ
れ
た
と
「
天
龍
紀
年
考

略
」に
由
来
が
伝
わ
る（
注
８
）。「
曹
源
池
」

の
「
龍
門
の
滝
」
が
示
す
、
鯉
が
三
段
の

滝
を
登
る
と
龍
に
な
る
故
事
は
、『
碧
巌

録
』
第
七
則
の
「
頌
」
に
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
鹿
苑
寺
は
応
永
二
七
年
に
夢
窓
国

師
を
名
目
上
の
開
山
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
環
境
に
あ
り
、
か
つ
禅
に
傾

倒
し
て
い
た
世
阿
弥
な
ら
ば
、「
通
玄
峰

頂
」
と
い
う
『
碧
巌
録
』
の
語
句
を
『
清

経
』
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　
注

１　

 

佐
成
謙
太
郎
『
謡
曲
大
観
』
明
治
書

院
、
昭
和
六
年

２　

 

小
山
弘
・
佐
藤
謙
一
郎
校
注
・
訳

『
謡
曲
集
』（
１
）
小
学
館
、
平
成

十
七
年

３　

 

横
道
萬
里
雄
・
表
章
校
注『
謡
曲
集
』

（
上
）
岩
波
書
店
、
昭
和
三
五
年

４　

 

伊
藤
正
義
校
注
『
謡
曲
集
』（
中
）

新
潮
日
本
古
典
集
成
、
昭
和
六
一
年

５　

 

安
達
大
進
編
『
禅
林
句
集
』
岩
波
文

庫
、
平
成
二
一
年
、
四
〇
三
頁

６　

 

入
谷
義
高
他
訳
注『
碧
巌
録
』（
上
）、

岩
波
文
庫
、
平
成
四
年
、
一
二
五
頁

７　

 

沢
田
天
瑞
「
庭
園
の
構
想
に
関
す
る

研
究
（
Ⅵ
）
︱
龍
安
寺
庭
園
の
構
想

に
つ
い
て
︱
」『
造
園
雑
誌
』
Vol.
37

（
一
九
七
三
年
）
No.
４
、
Ｗ
ｅ
ｂ
公

開
日
平
成
二
三
年
七
月
十
九
日

（https://w
w

w
.jstage.jst.go.jp/

article/jila1934/37/4/37_4_2/_pdf

）

８　

 

宮
元
健
次
『
京
都
名
庭
を
歩
く
』
光

文
社
、
平
成
一
六
年
、
二
八
頁

越
前
出
目
家
の
各
代
当
主
の�

推
定
生
年

保
田　

紹
雲

は
じ
め
に

　

先
に
筆
者
は
『〔
論
文
〕
越
前
出
目
家

の
系
図
の
謎
解
き
』（
平
成
二
六
年
二
月

自
費
出
版
）
で
福
井
県
越
前
市
安
證
寺
の

資
料
や
出
目
家
と
元
利
家
に
関
す
る
多
く

の
伝
書
を
比
較
し
、
相
互
に
矛
盾
す
る
記

述
の
整
理
を
行
っ
て
越
前
出
目
家
系
図
を

作
成
し
た
。（
越
前
出
目
家
系
図
参
照
）

　

本
稿
は
家
系
図
の
内
、
元
休
家
初
代
満

永
以
降
の
各
人
を
除
い
た
他
の
殆
ど
の
人

の
生
没
年
が
不
明
で
あ
る
の
で
、
そ
の
生

年
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

西
教
寺
真
盛
上
人
像
の
作
者

　

滋
賀
県
大
津
市
坂
本
の
西
教
寺
真
盛
上

人
像
の
作
者
に
つ
い
て
『〔
論
文
〕
越
前

出
目
家
の
系
図
の
謎
解
き
』
二
四
頁
に
は

単
に
「
年
代
と
府
中
下
市
北
市
町
住
か
ら

二
代
二
郎
左
衛
門
の
作
と
推
定
さ
れ
る
」

と
筆
者
の
考
察
の
結
論
の
み
を
記
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
西
教
寺
真
盛
上
人
像
に

墨
書
さ
れ
た
面
打
ち
次
郎
左
衛
門
を
初

代
・
満
照
と
す
る
説
（
中
村
保
雄
氏
、
杉

浦
茂
氏
）
と
二
代
・
廣
満
と
す
る
説
（
内

藤
雅
雲
氏
、
田
邊
三
郎
助
氏
）
が
こ
れ
ま

で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は

こ
の
結
論
に
至
っ
た
考
察
の
経
過
を
明
ら

か
に
し
よ
う
。
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中
村
保
雄
と
内
藤
雅
雲
の
説

　

中
村
保
雄
は
『
観
世
』
昭
和
三
七
年
六

月
号
の
「
越
前
出
目
家
と
満
照
の
作
品
」

で
滋
賀
県
大
津
市
西
教
寺
の
開
山
真
盛
の

木
像
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
た
。

　
「
初
代
満
照
に
つ
い
て
は
諸
書
生
年
歿

年
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
が
、
一
昨
年

（
昭
和
三
五
年
）
武
生
市
の
仏
師
内
藤
雅

雲
氏
に
よ
っ
て
出
目
次
郎
左
衛
門
の
生
年

を
知
る
貴
重
な
資
料
が
発
見
さ
れ
た
。

　

そ
れ
は
滋
賀
県
大
津
市
坂
本
に
あ
る
天

台
宗
真
盛
派
本
山
西
教
寺
の
同
山
開
山
真

盛
上
人
坐
像
内
ぐ
り
の
背
部
に
「
江
州
坂

本
西
教
寺
御
開
山
／
尊
像
奉
造
大
／
工
越

前
今
南
／
西
郡
府
中
下
市
／
北
市
町
面
ウ

チ
出
目
次
郎
左
ヱ
門
／
生
歳
六
十
歳
造
／

之
畢
／
天
正
九
辛
巳
年
／
五
月
晦
日
而
巳

／
増
村
／
家
久
（
花
押
）」
の
墨
書
が
そ

れ
で
あ
る
。（
中
略
）
さ
て
、
銘
文
の
天

正
九
年
（
一
五
八
一
）
六
十
歳
な
る
次
郎

左
衛
門
は
大
永
二
年
（
一
五
二
二
））
生

ま
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
内
藤
雅
雲

氏
は
「
こ
れ
は
出
目
家
二
代
の
二
郎
左
衛

門
則
満
だ
ろ
う
」
と
や
や
疑
問
を
持
ち
な

が
ら
推
定
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。

　

私
（
中
村
保
雄
）
は
次
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
こ
れ
は
初
代
二
郎
左
衛
門
満
照
の
作

と
考
え
て
い
る
。

　

理
由
は
三
光
坊
の
甥
で
あ
る
こ
と
。

「
二
」
と
「
次
」
は
同
音
異
字
で
ど
ち
ら

も
使
わ
れ
る
こ
と
、
天
川
社
（
天
河
大
弁

財
天
社
）
の
翁
を
初
代
満
照
作
と
断
定
し

て
比
較
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。」

　

こ
の
翁
の
面
裏
の
鼻
の
凹
み
上
部
に

は
十
本
の
縦
線
が
あ
り
、「
天
正
二
年

（
一
五
七
四
）
二
月
吉
日
／
お
ち
の
キ
多

ら
う
卅
九　

き
し
ん
」の
墨
書
銘
が
あ
る
。

田
邊
三
郎
助
の
説

　

田
邊
三
郎
助
は
「
面
打
ち　

︱
能
面
作

家
考
︱
」（『
月
刊
文
化
財
』
昭
和
五
四
年

四
月
号
）
で
「
西
教
寺
の
真
盛
上
人
像
の

そ
の
像
内
に
長
文
の
墨
書
が
あ
り
そ
の
内

容
は
「
西
教
寺
九
代
真
智
が
天
正
九
年

（
一
五
八
一
）
に
越
前
府
中
の
引
接
寺
本

堂
供
養
の
た
め
に
下
向
し
た
際
、
仏
師
増

村
家
久
に
真
盛
上
人
の
造
像
を
依
頼
し
、

家
久
は
当
地
の
面
打
出
目
次
郎
左
衛
門
尉

（
当
時
六
十
歳
）
と
合
力
し
て
約
一
ヶ
月

で
完
成
し
、
西
教
寺
に
納
め
た
」
と
よ
り

詳
し
く
記
し
、「
真
盛
上
人
像
造
立
当
時

六
十
歳
で
あ
る
か
ら
近
世
の
伝
書
が
い
う

三
光
坊
と
同
家
三
代
古
源
助
と
の
年
代
的

な
幅
の
中
で
、
初
代
と
す
れ
ば
若
干
遅
き

に
過
ぎ
、
二
代
と
す
る
方
が
自
然
な
年
齢

差
と
思
わ
れ
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。」

と
さ
れ
た
。

杉
浦
茂
氏
の
説

　
（
武
生
市
制
三
五
周
年
記
念
特
別
展
図

録
『
能
面
の
美
』
昭
和
五
八
年
十
月
一

日
）
で
地
元
武
生
市
（
越
前
市
）
の
杉
浦

茂
は
「
開
山
上
人
像
の
制
作
者
は
初
代
と

し
た
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。」
と
し
、

理
由
に
は
開
山
像
が
柔
ら
か
な
感
じ
の
穏

や
か
像
で
あ
る
こ
と
。『
面
目
利
書
』
の

初
代
に
つ
い
て
「
細
工
一
体
麗
敷
上
々
作

也
。
彩
色
至
て
細
に
柔
に
光
沢
あ
り
、
俗

に
作
彩
色
と
い
ふ
物
な
り
・
・
」
で
、
二

代
に
つ
い
て
は
「
上
々
作
な
り
、
彩
色
荒

く
堅
き
方
な
り
。
光
沢
な
し
、
梨
子
肌
な

り
・
・
」
を
引
い
て
初
代
の
作
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、「
一
方
、
加
多
志
波
神
社
蔵
の

鬼
面
箱
の
三
光
坊
良
尋
法
眼
を
面
打
三
光

坊
と
す
れ
ば
年
齢
差
三
十
一
年
で
無
理
は

な
い
。」
と
あ
る
。

筆
者
の
判
断

　

中
村
保
雄
や
杉
浦
茂
の
説
は
鑑
定
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
越
前
出
目
の
能
面

に
は
作
者
名
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
面
裏

に
「
舞
歌
」
の
刻
銘
や
、
鼻
の
凹
み
の
上

部
に
十
本
・
下
に
三
本
の
縦
線
を
標
鉋
と

し
て
い
る
が
、
最
近
の
研
究
で
は
作
者
は

複
数
存
在
す
る
よ
う
で
、
管
見
で
は
二
郎

左
衛
門
父
子
の
作
を
明
確
に
区
別
で
き
る

越
前
出
目
家
系
図
　
　
　
　
　
　
（
保
田
紹
雲
作
図
）

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

三
光
坊 

満
廣

　千
秋
夜
叉
丹
波
守
頼
定

　
　（不
詳
二
代
）
　
　千
秋
伊
豫
・
安
證

　
　千
秋
伊
豫
守
頼
吉

 

　
　
　
　

   （
面
打
た
ず
）
　
　    （
安
證
寺
開
基
）

　【
越
前
出
目
家
】

　出
目
次
郎
左
衛
門 

光
廣 

満
照

　
　出
目
二
郎
左
衛
門 

廣
満

　
　源
次
郎 
常
心
坊

 
 

 

（
安
證
寺
再
興
）

 

　
　
　
　
　
　
　常
祐

　
　常
慶

 
 

　
　【元
利
家
】

　満
長

　
　（女
）
　
　三
十
郎（
五
左
衛
門
）
　
　元
利
栄
満

　
　元
利
寿
満

　
　元
利
右
満

　【元
休
家
】

　元
休
満
永

　
　元
休
満
茂

　
　元
休
満
総

　
　元
休
満
真

 
 

　

  

元
休
満
志

　
　元
休
満
光

　
　元
休
満
守

満
永
兄 
 

   

初
代

　
　
　
　
　

 

二
代

　
　
　
　
　三
代

初
代  

満
長
弟

　

 

二
代

　
　
　
　
　三
代

　
　
　
　

  

四
代

五
代

　
　
　
　
　六
代

　
　
　
　
　七
代

分
家
初
代  

分
家
二
代

頼
吉
兄

　満
照
師

千
穐
中
務
少
輔
藤
成
の
男
若
名
夜
叉 

　朝
倉
敏
景
家
中

　
　
　

  

三
光
坊
弟

本
家
初
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

本
家
二
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

本
家
三
代
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作
品
を
知
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
天
川
社
の

翁
が
満
照
作
で
あ
る
確
証
や『
面
目
利
書
』

の
記
述
の
確
証
を
得
る
の
は
難
し
い
の
に

対
し
、
田
邊
三
郎
助
は
「
近
世
の
伝
書
が

い
う
三
光
坊
と
同
家
三
代
古
源
助
と
の
年

代
的
な
幅
の
中
」
と
云
う
年
代
を
基
礎
に

判
断
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
年
代
的
な
幅
と
云
う
の
は
、
越
前

出
目
初
代
次
郎
左
衛
門
満
照
の
叔
父
で
師

で
も
あ
る
三
光
坊
の
没
年
が
天
文
元
年

（
一
五
三
二
）
十
月
三
日
歿
と
さ
れ
る
こ

と
、
及
び
、
同
家
三
代
古
源
助
は
越
前
出

目
家
三
代
源
次
郎
常
心
坊
で
あ
り
、
下
間

少
進
へ
差
出
し
た
『
起
請
文
』
の
日
付
が

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
三
月
七
日
で
あ

る
こ
と
の
七
十
年
の
幅
の
中
で
あ
ろ
う
。

　

三
光
坊
の
没
年
か
ら
開
山
上
人
像
制

作
年
の
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
ま
で

四
十
九
年
、
開
山
上
人
像
の
制
作
年
か
ら

少
進
へ
の
起
請
文
ま
で
は
二
十
一
年
で
あ

る
。

　

開
山
上
人
像
制
作
の
六
十
歳
と
、
三
光

坊
の
享
年
や
、
起
請
文
を
記
し
た
時
の
源

次
郎
の
年
齢
に
は
差
異
が
あ
る
可
能
性
は

高
く
、
年
数
の
差
は
そ
の
ま
ま
期
間
と
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
三
光
坊
か
ら
二

代
ま
で
の
間
に
は
初
代
・
満
照
の
一
世
代

を
挟
ん
で
お
り
、
一
般
的
に
世
代
間
の
年

数
は
ほ
ぼ
三
十
年
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

上
人
像
の
作
者
を
越
前
出
目
家
二
代
二
郎

左
衛
門
廣
満
と
す
る
の
が
合
理
的
で
正
し

い
と
判
断
す
る
の
で
あ
る
。

越
前
出
目
家
各
人
の
推
定
生
年

　

越
前
出
目
家
の
各
人
の
生
年
は
前
述
の

二
代
二
郎
左
衛
門
廣
満
の
以
外
は
判
っ
て

い
な
い
。

　

し
か
し
、
推
計
学
に
よ
れ
ば
各
人
の
推

定
生
年
を
算
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

例
え
ば
親
・
子
・
孫
の
三
代
が
あ
っ
て

子
の
生
年
は
判
ら
な
い
が
、
親
と
孫
の
生

年
が
明
ら
か
な
場
合
、
子
の
生
年
の
可
能

性
が
最
も
高
い
の
は
、
親
と
孫
の
生
年
の

中
間
の
年
（
平
均
値
）
で
あ
る
。

　

人
に
よ
っ
て
中
間
の
年
が
ぴ
っ
た
り
子

の
生
年
で
は
な
い
場
合
も
多
く
、
ば
ら
つ

き
が
あ
ろ
う
が
、
数
多
く
の
例
を
当
て
嵌

め
る
と
ば
ら
つ
き
は
正
規
分
布
を
示
し
、

平
均
値
は
子
の
生
年
そ
の
も
の
で
は
な
く

て
も
、
生
年
で
あ
る
確
率
が
最
も
高
い
年

と
し
て
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
生
年
の
明
ら
か
な
開
山
上
人

像
の
作
者
の
二
代
二
郎
左
衛
門
廣
満
の
生

年
が
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
で
あ
る
こ

と
、及
び
、元
休
満
永
の
作
に
「
癸
卯
（
寛

文
三
年
（
一
六
六
三
）
七
十
歳
満
永
」
と

記
さ
れ
た
三
光
尉
（
中
西
通
著
『
能
面
』

十
三
図
二
五
二
頁
）
が
あ
り
、
生
年
は
文

禄
三
年
（
一
五
九
四
）
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
七
二
年
間
の
幅
の
中
で
、
越
前
出
目
家

の
各
人
の
推
定
生
年
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

二
代
次
郎
左
衛
門
廣
満
と
元
休
満
永
の

間
に
は
、
前
述
の
「
越
前
出
目
家
系
図
」

か
ら
世
代
間
と
し
て
常
祐
と
常
慶
及
び
、

常
慶
と
満
長
の
二
世
代
間
が
あ
り
、
兄
弟

間
は
二
代
廣
満
と
分
家
初
代
常
祐
、及
び
、

満
長
と
満
永
の
二
組
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
式
①
が
成
り
立
つ
。

　

こ
こ
で
、兄
弟
間
の
年
令
差
に
つ
い
て
、

兄
弟
が
双
子
で
あ
れ
ば
年
令
差
は
０
で
、

年
子
な
ら
年
令
差
は
一
で
あ
る
が
、
双
子

や
年
子
は
頻
度
が
少
な
く
通
常
は
二
歳
以

上
の
年
齢
差
で
あ
ろ
う
し
、
中
に
は
年
齢

差
が
二
十
歳
近
く
離
れ
た
兄
弟
も
あ
る
だ

ろ
う
。

　

人
に
よ
っ
て
の
ば
ら
つ
き
は
正
規
分
布

で
は
な
く
、
平
均
値
の
左
右
は
歪
ん
だ
分

布
に
な
る
。
ま
た
、
平
均
的
な
兄
弟
間
の

年
齢
分
布
や
そ
の
平
均
値
に
つ
い
て
は
そ

の
時
代
や
家
族
の
形
態
な
ど
で
相
違
も
考

え
ら
れ
る
。

　

筆
者
に
は
こ
れ
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
の

持
ち
合
わ
せ
が
な
い
か
ら
、
こ
の
平
均
値

を
四
歳
と
仮
定
す
る
と
式
①
が
成
立
し
、

世
代
間
の
年
令
差
は
三
十
二
歳
と
な
る
。

　

こ
の
値
を
当
て
嵌
め
る
と
分
家
初
代
常

祐
の
推
定
生
年
は
大
永
六
年（
一
五
二
六
）。

　

分
家
二
代
常
慶
の
推
定
生
年
は
永
禄
元

年
（
一
五
五
八
）
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
幅
の
中
か
ら
は
外
れ
る
が
直

近
の
血
族
に
こ
れ
を
当
て
嵌
め
る
と
越
前

出
目
初
代
次
郎
左
衛
門
満
照
の
推
定
生
年

は
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
で
あ
り
、
三

代
源
次
郎
の
推
定
生
年
は
天
文
二
十
三
年

（
一
五
五
四
）
と
な
る
。

　

さ
ら
に
祖
先
や
子
孫
に
ま
で
広
げ
て
み

る
と
、
満
照
に
は
千
秋
家
を
継
い
だ
兄
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
父
・
千
秋

伊
豫
守
頼
吉
の
推
定
生
年
は
享
徳
三
年

（
一
四
五
四
）。

　

千
秋
伊
豫
守
頼
吉
の
兄
で
満
照
の

師
・
三
光
坊
の
推
定
生
年
は
宝
徳
二

年
（
一
四
五
〇
）。
没
年
は
天
文
元
年

（
一
五
三
二
）
と
さ
れ
る
の
で
、
推
定
享

年
は
八
十
三
歳
。

　

朝
倉
弾
正
敏
景
公
の
家
中
千
秋
伊
豫
の

推
定
生
年
は
応
永
二
五
年
（
一
四
一
八
）

で
、
蓮
如
上
人
に
帰
し
て
安
證
寺
を
開

基
し
た
の
は
蓮
如
上
人
の
越
前
時
代

（
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
か
ら
七
年

（
一
四
七
五
））
で
あ
ろ
う
か
ら
推
定
年

齢
五
十
四
歳
〜
五
十
八
歳
で
あ
る
。

　

安
證
寺
の
過
去
帳
に
記
さ
れ
た
安
證

寺
初
世
・
常
見
法
師
は
天
正
十
年
正
月

十
三
日
没
と
さ
れ
る
が
実
際
は
天
正
三
年

（
一
五
七
五
）
の
信
長
と
の
一
向
一
揆
戦

の
直
後
で
あ
ろ
う
。
千
秋
伊
豫
に
よ
る
安

證
寺
開
基
か
ら
約
百
年
後
の
こ
と
で
此
の

間
に
不
明
な
二
〜
三
世
代
の
空
白
の
期
間

が
あ
り
、
一
向
一
揆
戦
で
安
證
寺
が
焼
失

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
定
す
る
。

　

常
慶
の
長
男
・
満
長
の
推
定
生
年
は
天

正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）。

　

満
長
の
子
で
面
打
ち
を
継
が
な
か
っ
た

1594―1522＝72
Ｘを世代間の年令差
Ｙを兄弟間の年令差
とすれば

72＝２Ｘ＋２Ｙ
36＝Ｘ＋Ｙ―――式①
Ｙ＝４歳とすれば
Ｘ＝32歳
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三
十
郎
（
五
左
衛
門
と
改
名
）
は
父
の
満

長
が
早
世
し
て
お
り
、
父
子
間
の
年
令
差

を
二
十
年
と
す
れ
ば
推
定
生
年
は
慶
長

十
五
年
（
一
六
一
〇
）。

　

元
利
栄
満
の
推
定
生
年
は
寛
永
十
九
年

（
一
六
四
二
）
と
な
る
。

越
前
出
目
家
に
関
す
る
出
来
事
と
当
事
者

の
推
定
年
令

　

越
前
出
目
家
に
於
け
る
種
々
の
歴
史
的

出
来
事
の
折
の
関
係
者
の
推
定
年
齢
を
知

る
と
、
そ
の
折
の
様
子
を
よ
り
具
体
的
に

想
像
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
（　

）
は
出
来
事

　
【　

】
は
推
定
年
齢

○
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）

　
（
信
長
の
越
前
一
向
一
揆
戦
）

　
（
戦
火
で
安
證
寺
が
焼
失
）

　
（
安
證
寺
初
世
常
見
法
師
歿
）

　

下
間
少
進
二
十
五
歳

　

次
郎
左
衛
門
廣
満
五
十
四
歳

【
源
次
郎
二
十
四
歳
】

○
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）

　
（
西
教
寺
開
山
上
人
像
の
制
作
）

　

次
郎
左
衛
門
廣
満
六
十
歳

【
源
次
郎
三
十
歳
】

○
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）

　
（
安
證
寺
初
世
常
見
法
師
法
要
）

　

次
郎
左
衛
門
廣
満
六
十
一
歳

【
常
祐
五
十
五
歳
】

【
源
次
郎
三
十
一
歳
】

○
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）

　
（
秀
吉
が
能
面
調
達
を
命
じ
る
）

　
（
能
面
を
求
め
て
少
進
が
越
前
来
訪
）

　
（
源
次
郎
、
及
び
常
祐
が
出
家
）

　
（ 

源
次
郎
が
安
證
寺
再
興
し
常
祐
が
住

職
に
な
る
）

　

下
間
少
進
四
十
三
歳

【
常
祐
六
十
六
歳
】

【
源
次
郎
四
十
二
歳
】

○
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）

　
（
常
慶
二
男
・
満
永
生
）

【
父
・
常
慶
三
十
七
歳
】

○
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）

　
（
太
閤
検
地
）

　
（
安
證
寺
住
寺
（
職
）
面
打
申
し
候
）

【
源
次
郎
四
十
七
歳
】

【
住
職
・
常
祐
七
十
一
歳
、
没
後
か
？
】

【
住
職
・
常
慶
四
十
一
歳
】

○
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）

　
（
関
ケ
原
戦
）

　
（
少
進
再
来
訪
か
？
）

【
源
次
郎
四
十
九
歳
】

　

下
間
少
進
五
十
歳

○
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）

　
（
少
進
宛
『
起
請
文
』
提
出
）

　
（
安
證
寺
住
職
の
常
慶
が
上
京
）

　
（
こ
の
頃
、
府
中
新
町
が
区
画
整
理
）

　
（ 

常
慶
に
代
っ
て
源
次
郎
が
安
證
寺
の

住
職
に
な
る
）

【
源
次
郎
五
十
一
歳
】

【
常
慶
四
十
五
歳
】

　

下
間
少
進
五
十
二
歳

○
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）

　
（
春
日
野
町
盛
景
寺
開
山
上
人
像
制
作
、

妙
法
寺
村
源
介
方
作
也
）

【
源
次
郎
五
十
九
歳
】

　

満
永
十
七
歳

○
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）

　
（
下
間
少
進
が
満
永
を
家
康
へ
推
挙
）

【
源
次
郎
六
十
四
歳
】

　

下
間
少
進
六
十
五
歳

　

満
永
二
十
二
歳

○
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）

　
（
徳
川
家
康
没　

享
年
七
十
四
歳
）

　
（
下
間
少
進
歿　

享
年
六
十
六
歳
）

　

満
永
二
十
三
歳

【
源
次
郎
六
十
五
歳
】

○
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）

　
（
安
證
寺
二
世
・
常
圓
没
）

　

満
永
二
十
五
歳

【
源
次
郎
六
十
七
歳
】

　

安
證
寺
過
去
帳
の
常
圓
法
師
の
没
年
は

幕
府
の
寺
請
制
度
で
過
去
帳
が
整
備
さ

れ
る
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
よ
り

五
十
三
年
前
に
遡
っ
て
お
り
、
常
圓
が
安

證
寺
に
と
っ
て
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

源
次
郎
は
そ
の
業
績
か
ら
安
證
寺
の
重

要
人
物
で
あ
り
、
常
圓
と
同
一
人
の
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
常
圓
の
没
年
に
於

け
る
三
代
源
次
郎
の
推
定
年
齢
は
こ
の
考

え
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他

　

福
井
県
鯖
江
市
川
島
町
の
加
多
志
波
神

社
蔵
の
鬼
面
箱
に
記
さ
れ
て
い
る
三
光
坊

良
尋
法
眼
が
面
打
ち
三
光
坊
で
は
な
い
か

と
す
る
説
が
あ
る
が
、
記
さ
れ
た
元
亀
二

年
（
一
五
七
一
）
八
十
一
歳
の
年
記
か
ら

生
年
は
延
徳
三
年（
一
四
九
一
）で
あ
る
。

　

越
前
出
目
初
代
満
照
の
推
定
生
年
は
延

徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
で
あ
る
か
ら
、
三

光
坊
良
尋
法
眼
は
初
代
満
照
と
同
時
代
の

人
で
あ
り
、
満
照
の
師
（
父
の
兄
）
の
面

打
ち
三
光
坊
と
同
一
人
で
は
あ
り
え
な
い
。

（
完
）

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

「
四
日
市
の
能
楽
」
事
始
め

米
田　

真
理

　

三
重
県
下
最
大
の
人
口
を
有
す
る
四
日

市
は
、
中
世
以
来
、
経
済
的
に
豊
か
な
地

域
で
、文
化
的
に
も
充
実
し
て
い
た
。『
改

正
泗
水
郷
友
録
』
は
近
世
後
期
の
四
日
市

の
文
化
人
名
録
で
、『
四
日
市
市
史　

第

十
巻（
史
料
編　

近
世
Ⅲ
）』（
平
成
８
年
）

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
成
立
年

は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
市
史
』
の
解

説
に
よ
れ
ば
、
文
化
年
間
以
後
ら
し
い
。

そ
の
中
に
「
乱
舞
」
と
し
て
、
25
名
が
列

挙
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
引
用
す
る
が
、

本
稿
で
は
便
宜
上
、
①
〜
㉕
の
番
号
を
付

し
て
お
く
。

　

乱
舞①　

小
つ
ゝ
ミ　

村
田
七
右
エ
門

②　

舞　
　
　
　

同　

熊
之
介

③　

謡　
　
　
　

太
田
曇
了
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④　

同　
　
　
　

堀
木
三
郎
兵
衛

⑤　

大
コ　
　
　

黒
川
彦
左
エ
門

⑥　

大
ツ
ヽ
ミ　

高
尾
九
平

⑦　

謡　
　
　
　

田
中
孫
六

⑧　

太
コ　
　
　

生
川
仁
左
エ
門

⑨　

同　
　
　
　

同　

吉
松

⑩　

舞　
　
　
　

太
田
吉
左
エ
門

⑪　

笛　
　
　
　

吉
田
角
左
エ
門

⑫　

舞　
　
　
　

井
嶋
次
郎
左
エ
門

⑬　

小
つ
ゝ
ミ　

高
津
伊
右
エ
門

⑭　

同　
　
　
　

黒
川
彦
兵
衛

⑮　

笛　
　
　
　

中
村
忠
三
郎

⑯　

小
ツ
ヽ
ミ　

西
村
庄
右
エ
門

⑰　

小
ツ
ヽ
ミ　

鈴
木
要
蔵

⑱　

笛　
　
　
　

稲
垣
平
蔵

⑲　

大
ツ
ヽ
ミ　

鈴
木
次
三
郎

⑳　

同　
　
　
　

森
寺
源
之
介

㉑　

小
ツ
ヽ
ミ　

山
中
庄
蔵

㉒　

太
コ　
　
　

宇
佐
美
周
吉

㉓　

小
ツ
ヽ
ミ　

山
中
源
左
エ
門

㉔　

笛　
　
　
　

羽
場
喜
代
八

㉕　

同　
　
　
　

川
村
圓
蔵

　

興
味
深
い
の
は
、
同
史
料
に
こ
れ
ら
の

人
名
が
繰
り
返
し
登
場
す
る
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
①
村
田
七
右
エ
門
は
、「
乱

舞
」
項
の
ほ
か
「
和
流
書
」「
茶
人
」
な

ど
実
に
５
項
で
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。
以

下
、
他
の
項
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
人

名
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

① 　

村
田
七
右
エ
門　

和
流
書
（
名

寺
澤
）
／
茶
人
／
香
／
生
花
（
福

草
軒
門
人
・
花
山
流
）／
囲
碁（
本

因
坊
寮
元
門
人
）

② 　

村
田
熊
之
介
（
村
田
熊
之
助
）

卜
筮
／
茶
人

③ 　

太
田
曇
了
（
太
田
曇
龍
）
書
家

（
名
吉
邨
・
字
公
憲
・
号
化
仏
・

拠
古
法
帖
）
／
卜
筮
／
曲
文
字

④ 　

堀
木
三
郎
兵
衛
（
堀
木
屋
三
郎

兵
衛
）
算
術
（
中
上
庄
三
門
人
）

／
生
花（
福
草
軒
門
人
・
花
山
流
）

／
細
工
（
彫
物
小
細
工
）

⑤ 　

黒
川
彦
左
エ
門　

和
歌（
公
文
）

／
茶
人

⑥ 　

高
尾
九
平
（
高
尾
九
兵
衛
）
書

家
（
名
吉
・
字
子
祥
・
号
紫
山
・

韓
天
守
（
マ
マ
）門
人
）
／
聞
人
／
茶
人
／

香
／
馬
術
（
大
坪
流
）
／
大
弓

⑧ 　

生
川
仁
左
エ
門
（
生
川
仁
右
エ

門
）　

画
（
名
政
房
・
字　

・
号

月
海
・
月
仙
門
人
）
／
蹴
鞠

⑨　

生
川
吉
松　

三
弦

⑩ 　

太
田
吉
左
エ
門
（
太
田
吉
右
エ

門
）
馬
術
（
大
坪
流
）
／
大
弓
／

楊
弓
／
冠
句
宗
匠
家

⑪ 　

吉
田
角
左
エ
門　

茶
人
／
囲
碁

（
渡
辺
因
徹
門
人
）
／
大
和
万
歳

⑫ 　

井
嶋
次
郎
左
エ
門
（
井
島
次
郎

左
エ
門
）
卜
筮
（
箕
作
門
人
）
／

生
花
（
福
草
軒
門
人
・
花
山
流
）

⑬ 　

高
津
伊
右
エ
門　

狂
哥
（
桑
楊

庵
門
人
・
三
ケ
月
舟
成
）
／
細
字

⑭　

黒
川
彦
兵
衛　

手
ツ
マ
并
品
玉

⑯ 　

西
村
庄
右
エ
門　

生
花
（
雄
雌

軒
門
人
）

⑰ 　

鈴
木
要
蔵　

詩
文
（
名
千
房
・

字
子
父
・
号　

・
五
山
門
人
）
／

俳
諧
（
士
朗
門
人
・
李
東
）
／
三

弦
⑱ 　

稲
垣
平
蔵　

三
弦
／
洒
落
／
声

色
／
軍
書
講
釈

⑲ 　

鈴
木
次
三
郎　

茶
人
／
琴
（
三

重
崎
門
人
）

⑳ 　

森
寺
源
之
介
（
森
寺
源
之
助
）

詩
文
（
名
鞠
・
字
佳
友
・
号
秋

塢
・
如
亭
門
人
）

㉑　

山
中
庄
蔵　

茶
人

㉒ 　

宇
佐
美
周
吉
（
宇
佐
美
修
吉
）　

詩
文
（
名
芋
・
字
草
池
・
号
清

痴
・
如
亭
門
人
）

㉓ 　

山
中
源
左
エ
門　

諸
礼
（
小
笠

原
・
国
友
門
人
）

　

こ
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
人
物
が
能

楽
以
外
の
芸
能
に
も
通
じ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
と
同
時
に
、
日
本
の
諸
芸
の
多

彩
さ
に
も
驚
か
さ
れ
る
。
こ
の
史
料
に
よ

れ
ば
、
能
楽
に
関
わ
る
人
の
場
合
、
同
時

に
嗜
む
の
は
茶
や
香
、
花
な
ど
の
室
内
芸

能
や
、
詩
歌
、
俳
諧
な
ど
の
文
学
、
三
弦

や
琴
と
い
っ
た
音
楽
な
ど
が
多
い
。
時
に

馬
術
や
大
弓
、
変
わ
り
種
と
し
て
細
工
や

囲
碁
、手
ツ
マ
も
見
ら
れ
る
の
が
面
白
い
。

一
方
、
浄
瑠
璃
や
芝
居
、
刀
剣
関
係
を
嗜

む
人
は
皆
無
で
あ
り
、
や
は
り
芸
能
に
は

棲
み
分
け
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
ど
の
芸
能
が
主
な
の
か
は

人
に
よ
っ
て
異
な
る
よ
う
で
、
西
尾
市
岩

瀬
文
庫
蔵
『
東
海
道
人
物
誌
』（
享
和
三

年
［
１
８
０
３
］
刊
）
の
、「
四
日
市
驛
」

の
部
に
は
、
⑧
生
川
仁
左
衛
門
は
「
和
歌　

画　

名
政
房　

号
月
海
」、
⑬
高
津
伊
右

衛
門
は
「
狂
歌　

号
三
日
月
舟
成
」
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
同
書
に

は
、
⑤
黒
川
彦
左
衛
門
は
「
太
鼓
」、
⑩

太
田
吉
左
衛
門
は
「
乱
舞
」、
⑪
吉
田
角

左
衛
門
は
「
笛
」
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る

ほ
か
、『
改
正
泗
水
郷
友
録
』
に
は
見
ら

れ
な
い
鈴
木
吉
兵
衛
が
「
狂
言
」
と
し
て

記
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、こ
れ
ら
文
化
人
の
〝
本
職
〟
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

『
四
日
市
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
⑤
黒
川
彦

左
衛
門
は
三
度
飛
脚
を
つ
と
め
、
文
化
14

年
か
ら
は
幕
府
の
継
立
飛
脚
を
兼
務
し
て

い
た
。
ま
た
、⑯
西
村
庄
右
衛
門
の
家
は
、

代
々
、四
日
市
宿
問
屋
で
あ
っ
た
。
他
に
、

時
代
の
下
る
史
料
だ
が
、
慶
応
４
年
２
月

に
新
政
府
か
ら
任
命
さ
れ
た
者
の
中
に
、

問
屋
場
に
つ
い
て
は
四
日
市
宿
惣
代
と
し

て
吉
田
角
右
衛
門
と
黒
川
彦
左
衛
門
が
、

ま
た
、
取
締
下
役
と
し
て
西
村
庄
右
衛
門

の
名
が
見
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、
⑪
や
⑭
、

⑯
の
子
孫
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
郷
会
所
の
地
方
総
代
と
し
て
森
寺

喜
兵
衛
が
、
惣
代
次
役
と
し
て
高
尾
庄
左

衛
門
、
宇
佐
美
新
八
と
い
っ
た
、
⑳
⑥
㉒

と
同
姓
の
人
物
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
文
化
人
は
、
宿
場

町
と
し
て
の
四
日
市
と
大
い
に
関
係
の
深

（
空
白
）

（
空
白
）
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い
町
衆
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

四
日
市
は
東
海
道
五
十
三
次
の
43
番
目

の
宿
場
で
、
19
世
紀
中
ご
ろ
に
は
大
名
や

幕
府
の
役
人
、
公
家
な
ど
を
主
に
泊
め
る

本
陣
が
２
軒
、
脇
本
陣
が
１
軒
存
在
し
、

さ
ら
に
、
一
般
旅
行
者
向
け
の
旅は
た
ご籠

屋
も

98
軒
あ
っ
た
。
ま
た
、
四
日
市
湊
は
水
運

の
拠
点
と
し
て
も
機
能
し
て
お
り
、
江
戸

時
代
中
期
に
は
、
東
海
道
の
本
来
の
海
路

区
間
で
あ
る
尾
張
宮
宿
︱
桑
名
宿
で
は
な

く
、
直
接
四
日
市
宿
に
渡
る
船
も
多
く

な
っ
て
い
た
。
旅
客
や
商
品
荷
物
が
多
く

集
ま
る
湊
と
し
て
の
機
能
が
高
ま
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
、宿
場
も
賑
わ
う
こ
と
に
な
る
。

宿
問
屋
や
飛
脚
業
を
営
む
町
衆
た
ち
は
、

大
き
な
経
済
力
を
蓄
え
て
い
っ
た
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
、
四
日
市
は
、
藩
で
は
な
く

天
領
（
幕
領
）
だ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、

徳
川
家
康
が
天
正
18
年
に
豊
臣
秀
吉
に

よ
っ
て
関
東
に
移
封
さ
れ
た
際
、
上
方
と

の
通
行
の
便
宜
上
、
東
海
道
の
四
日
市
や

関
な
ど
７
カ
所
が
家
康
領
と
し
て
宛
が
わ

れ
た
の
で
あ
る
。
四
日
市
湊
が
栄
え
た
の

も
、
家
康
が
宮
・
四
日
市
間
の
海
路
を
積

極
的
に
使
用
し
た
こ
と
が
背
景
と
な
っ
て

い
る
。

　

近
世
の
能
楽
に
関
す
る
従
来
の
研
究

は
、
従
来
、
幕
府
あ
る
い
は
藩
の
芸
能
と

し
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
が
中
心
と
さ
れ

て
き
た
。
だ
が
、
四
日
市
の
豊
か
な
芸
能

文
化
に
は
、
町
衆
の
経
済
力
を
背
景
と
す

る
豪
勢
さ
に
加
え
、
幕
府
の
権
力
を
背
景

と
す
る
毅
然
と
し
た
態
度
が
窺
わ
れ
、
興

味
深
い
。
未
だ
番
組
等
の
具
体
的
な
史
料

に
出
会
え
て
い
な
い
が
、
今
後
、
注
目
し

調
べ
て
い
き
た
い
地
域
で
あ
る
。

　

参
考　
『
三
重
県
の
歴
史
』（
稲
本
紀
昭

ほ
か
編
、
平
成
12
年
、
山
川
出
版
社
）

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

研
究
ノ
ー
ト�

徳
川
秀
忠
と
小
鼓

延
広　

由
美
子

　
『
徳
川
実
記
』
に
は
、
徳
川
秀
忠
が
小

鼓
を
打
つ
こ
と
を
好
ん
だ
が
、
父
家
康
の

死
後
は
打
た
な
く
な
っ
た
と
い
う
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

す
べ
て
の
文
武
の
道
は
い
ふ
ま
で
も
な

く
、
茶
事
猿
楽
等
の
末
枝
も
兼
通
じ
給

ひ
し
中
に
も
。
こ
と
に
鼓
を
う
つ
こ
と

を
好
ま
せ
給
ひ
け
る
が
。
天
下
の
御
ゆ

ず
り
を
う
け
つ
が
せ
た
ま
ひ
て
後
は
。

更
に
鼓
を
御
手
に
も
ふ
れ
た
ま
は
ず
。

侍
臣
等
其
ゆ
へ
を
う
か
ゞ
ひ
し
に
。
上

の
好
む
所
は
下
必
な
ら
ふ
も
の
な
り
。

今
我
鼓
を
こ
の
む
と
あ
ら
ば
。
天
下
貴

賤
と
も
鼓
を
翫
て
。
武
備
を
廃
せ
ん
か

と
恐
る
る
と
ぞ
仰
け
れ
ば
。
聞
も
の
落

涙
し
て
退
き
た
り
。

『
台
徳
院
御
実
記
巻
六
十
』（
国
史
大

系
『
徳
川
実
記
』
二
）

御
平
素
小
鼓
う
つ
こ
と
を
好
ま
せ
給
ひ

し
が
。　

神
祖
か
く
れ
さ
せ
給
ひ
て

後
は
。
絶
て
う
た
せ
給
ふ
事
な
し
。
土

井
大
炊
頭
利
勝
御
咄
の
折
か
ら
。
徒
然

に
お
は
し
ま
す
折
は
。
例
の
御
鼓
あ
そ

ば
し
な
ば
。
少
し
は
御
心
も
慰
ま
せ
給

は
ん
か
と
申
せ
し
に
。
い
や
と
よ
。
我

も
打
度
は
思
へ
ど
も
。
今
我
天
下
の
主

と
し
て
鼓
う
た
ば
。
下
々
の
者
ら
は
そ

の
風
を
ま
な
び
。
皆
鼓
打
に
成
べ
し
と

仰
け
れ
ば
。
利
勝
あ
ま
り
の
か
し
こ
さ

に
。
涙
を
お
と
し
て
御
前
を
ま
か
せ
し

と
ぞ
。（
古
老
噺
）

『
台
徳
院
御
実
記
付
録
五
』（
国
史
大

系
『
徳
川
実
記
』
二
）

　

徳
川
秀
忠
が
小
鼓
を
打
つ
こ
と
を
好
ん

だ
が
、
神
祖
家
康
没
後
は
自
制
し
て
打
た

な
く
な
っ
た
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。で
は
、

秀
忠
は
何
時
か
ら
小
鼓
を
打
っ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
確
実
な
記
事
と
し
て
は
文

禄
二
年
十
月
五
日
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
禁

中
能
の
初
日
が
あ
る
。
こ
の
日
、
秀
忠
は

前
田
利
家
を
シ
テ
と
す
る
「
源
氏
供
養
」

の
小
鼓
を
打
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
ワ
キ

は
山
岡
如
軒
、
笛
は
貞
光
竹
友
、
大
鼓
は

岡
田
新
八
で
あ
る
。

　

こ
の
時
の
記
事
を
『
古
之
御
能
組
』
等

で
は
「
江
戸
中
納
言
」
と
し
て
お
り
、
い

か
に
も
青
年
武
将
と
い
う
気
が
す
る
が
、

ま
だ
十
五
才
の
少
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
日

の
演
能
に
は
、「
岐
阜
中
納
言
」
織
田
秀

信
が
十
四
才
で
、「
丹
波
中
納
言
」
豊
臣

（
小
早
川
）
秀
秋
が
十
二
才
で
各
々
シ
テ

を
演
じ
て
い
る
が
、
囃
子
方
で
は
そ
の
よ

う
な
若
年
の
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
小
鼓

を
打
っ
た
武
将
で
は
毛
利
輝
基
は
四
十
才

で
あ
る
し
、
太
鼓
を
打
っ
た
細
川
幽
斎
は

還
暦
に
近
い
年
齢
で
あ
る
。
秀
忠
は
多
分

に
早
熟
で
、
音
楽
的
な
才
能
の
あ
る
人
物

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
記

事
に
つ
い
て
は
天
野
文
雄
『
能
に
憑
か
れ

た
権
力
者
』
に
詳
し
い
。

　

秀
忠
と
い
う
と
、長
兄
信
康
が
切
腹
し
、

次
兄
秀
康
が
豊
臣
の
養
子
と
な
り
、
た
な

ぼ
た
式
で
世
子
と
な
っ
た
印
象
が
あ
る

が
、
信
康
が
死
去
し
た
の
は
秀
忠
が
生
ま

れ
た
天
正
七
年
で
あ
り
、
次
兄
が
養
子
に

い
っ
た
天
正
十
二
年
に
は
秀
忠
は
ま
だ
五

歳
で
あ
っ
た
。彼
が
人
質
と
し
て
上
洛
し
、

秀
吉
の
下
で
元
服
し
た
の
が
天
正
十
八
年

で
十
一
歳
。
十
分
徳
川
家
の
世
子
と
し
て

教
育
を
う
け
る
時
間
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

し
、
能
に
夢
中
に
な
る
天
下
人
秀
吉
の
影

響
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
小
鼓
と
い
え
ば
、
織
田
信
長
も

嗜
ん
だ
ら
し
く
、
永
禄
十
一
年
の
足
利
義

昭
の
将
軍
宣
下
能
の
際
に
、
鼓
を
義
昭
に

所
望
さ
れ
た
が
断
っ
た
と
い
う
記
事
が

『
信
長
公
記
』
に
み
え
る
。

　

信
長
が
鼓
を
公
の
場
で
打
つ
こ
と
を

断
っ
た
理
由
は
定
か
で
な
い
が
、
秀
忠
に

関
す
る
『
徳
川
実
記
附
録
巻
五
』（
名
将

明
言
記
）
の
記
事
に
は
興
味
深
い
話
が
あ

る
。
秀
忠
が
狩
の
際
に
鷹
を
用
い
ず
鉄
砲

で
打
ち
と
め
た
逸
話
と
と
も
に
「
其
身
に
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か
な
は
ぬ
業
を
。
人
の
見
る
も
憚
ら
ず
お

こ
が
ま
し
く
な
す
は
。
其
人
が
ら
ま
で
も

何
と
な
く
う
つ
け
て
見
ゆ
る
者
な
り
」
と

お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
天
下
人
と
し
て
の
態
度
で
あ

り
、
家
を
背
負
う
べ
く
教
育
さ
れ
た
武
将

に
は
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
侮
ら
れ
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
教
養
と
し
て

は
多
く
を
学
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。
一
流

の
文
武
両
道
は
生
半
可
で
は
な
い
。
そ
れ

は
公
家
に
も
武
家
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
あ
た
り
は

叩
き
上
げ
の
秀
吉
と
は
異
な
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
文
武
両
道
に
秀
で
た
人
物

と
し
て
、
細
川
幽
斎
が
い
る
。
和
歌
・
茶

道
・
太
鼓
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
玄
人
顔
負

け
の
武
将
で
あ
る
。
こ
と
に
和
歌
に
関
し

て
は
古
今
伝
授
を
う
け
て
お
り
、
朝
廷
に

も
一
目
お
か
れ
て
い
た
。
秀
忠
が
理
想
の

天
下
人
と
し
て
は
彼
の
上
を
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
と
し
て
も
不
思
議

で
は
な
い
。

　

秀
吉
は
「
猿
楽
配
当
米
」
の
シ
ス
テ
ム

を
作
り
、
大
和
四
座
を
再
編
す
る
と
と
も

に
政
権
下
に
組
み
込
む
こ
と
を
試
み
た
。

能
は
も
と
も
と
大
名
達
に
好
ま
れ
た
も
の

で
あ
り
、
武
家
全
体
で
後
援
し
よ
う
と
い

う
名
目
で
も
あ
っ
た
。
天
下
人
た
る
秀
吉

が
好
み
、
自
ら
演
じ
た
こ
と
の
影
響
も
大

き
か
っ
た
。
家
康
は
秀
吉
死
後
に
そ
の
四

座
の
猿
楽
者
を
駿
府
詰
に
す
る
こ
と
で
、

政
治
的
な
中
心
が
徳
川
に
移
っ
た
こ
と
を

示
す
こ
と
に
成
功
し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

採
用
し
て
い
っ
た
。
元
和
二
年
の
家
康
没

後
、
四
座
の
役
者
は
江
戸
詰
め
が
基
本
と

な
る
。

　

ま
た
、
秀
忠
は
喜
多
流
を
樹
立
さ
せ
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
座
を

越
え
て
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意

味
で
、
こ
れ
を
新
た
な
「
座
」
と
し
て
、

四
座
に
加
え
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
原
則
を
守
り
、
そ
の
為
に
は
自
ら
も

自
制
す
る
彼
の
性
格
と
無
関
係
で
は
な
か

ろ
う
。

　

秀
忠
は
鼓
を
打
た
な
く
な
っ
た
が
、

「
主
催
者
」
で
あ
り
「
客
」
に
な
る
こ
と

で
能
を
楽
し
み
、
利
用
し
た
。
そ
の
こ
と

で
、
す
べ
て
を
統
括
す
る
方
法
を
と
っ
た

の
で
あ
る
。
喜
多
流
の
成
立
も
そ
の
流
れ

に
そ
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

《
藤
》
間
狂
言
の
翻
刻
と�

�

諸
本
比
較

飯
塚　

恵
理
人

　

能
《
藤
》
に
は
元
禄
以
前
の
謡
本
が
存

在
せ
ず
、
江
戸
期
に
創
作
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
、
上
演
回
数
が
比
較
的
多
い
佳
作
で

あ
る
。
現
在
で
は
観
世
流
・
宝
生
流
・
金

剛
流
の
三
流
で
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ

『
能
・
狂
言
事
典
』
の
《
藤
》
の
項
目
（
注

一
）
に
は
「（
前
略
）
一
五
代
観
世
元
章

は
、
三
番
目
の
と
き
は
大
口
で
立
物
な
く

大
小
物
で
演
じ
、
切
能
に
置
く
と
き
は
腰

巻
で
立
物
が
あ
り
太
鼓
物
と
し
た
。
舞
台

正
面
先
に
松
に
藤
の
か
か
っ
た
作
り
物
を

出
す
。」
と
あ
る
。
観
世
流
に
つ
い
て
は

特
に
観
世
元
章
に
お
け
る
演
出
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
《
藤
》
の
間
狂
言
は
、『
狂
言
集
成
』（
注

二
）
に
和
泉
流
の
三
宅
派
の
台
本
が
翻
刻

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
以
下
「
集
成
」
と

す
る
。
ま
た
『
謡
曲
大
観
』（
注
三
）
に

は
大
蔵
流
の
森
川
杜
園
本
の
詞
章
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
以
下
「
大
観
」
と

す
る
。
今
回
筆
者
は
こ
れ
ら
と
比
較
す
る

た
め
に
観
世
家
の
ア
ー
カ
イ
ブ
（
注
四
）

に
公
開
さ
れ
て
い
る
『
副
言
巻
』
と
、
名

古
屋
の
和
泉
流
狂
言
方
の
狂
言
共
同
社
佐

藤
友
彦
師
所
蔵
の
山
脇
得
平
本
の
《
藤
》

の
間
狂
言
詞
章
を
翻
刻
し
た
。

　
『
副
言
巻
』
は
江
戸
時
代
の
観
世
大
夫

で
あ
る
観
世
元
章
が
、
間
狂
言
の
本
文
を

作
成
し
た
伝
書
で
あ
る
。《
藤
》
の
部
分

の
翻
刻
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
を

以
下
「
副
言
巻
」
と
す
る
。

俳　

是コ
レ

ハ
此コ
ノ

多タ

ゴ胡
の
浦ウ
ラ

に
住ス
ム
モ
ノ者

に
て

候
。
今ケ

フ日
ハ
日ヒ

も
う
ら
ゝ
に
候
ひイ

し

間ア
ヒ
ダ。

舟フ
ネ

に
て
浦ウ
ラ

々
を
な
が
め
只タ
ヾ
イ
マ今

家イ
ヱ
ヂ路

に
帰カ
ヘ

り
候
。
い
や
是コ
レ

な
る
御オ
ソ
ウ僧
ハ
何イ
ヅ
カ
タ方

よ
り
御オ
ン
イ
デ出

候
へエ

ば
。
か
様ヤ
ウ

に
暮ク
レ

過ス
グ

る
ま

で
休ヤ
ス

ら
ひイ

て
御オ
ン
イ
リ入
候
ぞ
。
俳　

御ゴ

不フ
シ
ン審

尤モ
ツ
ト
モ

（
ツ
メ
ル
）
に
て
候
。
是コ
レ

ハ
都ミ
ヤ
コ
ガ
タ方よ
り

出イ
デ

た
る
僧ソ
ウ

に
て
候
。
我ワ
レ

此コ
ノ

浦ウ
ラ

を
一イ
ツ
ケ
ン見（

ツ

メ
ル
）
申
候
ひイ

し
が
。
是コ
レ

な
る
藤フ
ジ

の
今イ
マ

を

盛サ
カ
リと

見
え
て
候
程ホ
ド

に
。
何ナ
ニ

と
な
く
古コ

カ哥

を
思オ
モ

ひイ

出イ
ダ

し
口ク
チ

ず
さ
み
候
へエ

バ
。
い
づ

く
と
も
な
く
女ニ
ヨ
シ
ヤ
ウ性
一イ
チ
ニ
ン人
来キ
タ

り
給タ
マ

ひイ

。
哥ウ
タ

物モ
ノ
ガ
タ
リ語

せ
ら
れ
其ソ
ノ
ノ
チ後

。
我ワ
レ

こ
そ
藤フ
ヂ

の
精セ
イ

な

り
と
云イ

ひヒ

も
あ
へエ

ず
。
其ソ
ノ
マ儘ヽ
木コ

の
本モ
ト

に

立タ
チ
ヨ
ヽ
ル
寄
と
見
て
姿ス
ガ
タ
を
見
う
し
なノ

ふヲ

て
候

程ホ
ド

に
。
不フ
シ
ン審

に
存ゾ
ン
ジ

暫シ
バ
ラ
ク

此コ
ノ
ト
コ
ロ所

に
逗ト
ウ
リ
ウ留

致イ
タ
シ

て
候
よ
。
俳　

是コ
レ

ハ
奇キ
ド
ク特
な
る
事
を
承
ウ
ケ
タ
マ
ハ
リ

候
も
の
か
な
。
然シ
カ

ら
バ
今コ
ン
ヤ夜
ハ
此コ
ノ
ト
コ
ロ所
に

御ゴ

座ザ

あ
り
。
草サ
ウ
モ
ク木

成ジ
ヤ
ウ
ブ
ツ仏

（
含
）
の
御オ
ン
キ
ヤ
ウ経

を
御ゴ

読ド
ク
ジ
ユ誦
な
さ
れ
。
重カ
サ
ネて
奇キ
ド
ク特
を
御ゴ
ラ
ン覧

あ
れ
か
し
と
存ゾ
ン
ジ

候
。
脇　

実ゲ
ニ

々
今コ
ン
ヤ夜

ハ

此コ
ノ
ト
コ
ロ所

に
て
薬ヤ
ク
サ
ウ草

喩ユ
ホ
ン品

を
読ド
ク

誦ジ
ユ

し
二フ
タ
タ
ビ度

奇キ
ド
ク特
を
見
や
う
ず
る
に
て
候
。
俳　

何ナ
ニ

に
て
も
御ゴ
ヨ
ウ用

の
事コ
ト

候
ハワ

ヾ
承
ウ
ケ
タ
マ
ハらロ

ヲう
ず
る

に
て
候
。
脇　

頼タ
ノ
ミ候

ハワ

ん　

俳　

心コ
ヽ
ロ
エ得

申
候
。

　

佐
藤
師
所
蔵
山
脇
得
平
本
の
《
藤
》
の

翻
刻
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
以

下
「
得
平
本
」
と
す
る
。

是
は
、
越
中
の
国
田
子
の
浦
に
住
居
す

る
者
に
て
候
。
能
天
気
に
て
候
間
。
浦

に
出
藤
を
眺
め
ば
や
と
存
候
。
や
。
是

成
お
僧
は
此
当
り
に
て
ハ
見
な
れ
申
さ

ぬ
が
。
何
方
ゟ
御
出
有
て
此
所
に
は
や

す
ら
ゐ
給
ひ
候
ぞ
。
わ
き　

中
々
シ
カ

〳
　〵

心
得
申
て
候
。
扨
お
尋
は
い
か

様
成
御
事
に
て
候
そ　

ワ
キ
シ
カ
〳
　〵

是
は
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
事
を
承
り
候
物

哉
。
所
に
は
住
居
申
せ
と
も
委
敷
は
不

存
候
。
去
な
か
ら
。
始
め
て
御
目
に
懸

り
御
尋
有
を
、
何
を
も
存
ぜ
ぬ
と
申
も
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い
か
ゞ
な
れ
ば
。
古
き
人
の
申
伝
へ
た

る
通
。
御
物
語
申
せ
う
づ
る
に
て
候
。

先
。
是
湖
ミ
ヅ
ウ
ミを
不
勢
の
湖
と
申
候
。（
頭

注
：
越
中
の
国
多
胡
の
浦
）
又
是
成
松

に
掛
り
た
る
藤
を
田
子
の
浦
藤
と
申
し

て
名
花
に
て
候
。
夫
に
付
田
子
の
浦
藤

と
申
子
細
は
。
昔
奈
良
御
帝カ
ト

の
御
時
、

大
伴ト
モ

の
家ヤ
カ
モ
チ持
の
卿
。
越
中
の
守
に
て
御

座
有
し
時
。
此
所
へ
御
出
有
。
様
々
御

遊
覧
の
折
ふ
し
。
此
藤
今
を
盛
り
と
咲

乱
候
を
御
覧
有
。
春
の
名
残
を
い
とと

ゞゝ

お
も
わ
せ
給
ひ
、
御
寵
愛
被
成
御
酒
宴

有
た
る
と
承
り
て
候
。
去
程
に
此
藤
の

花
是
成
汀
に
影
移
り
。
水ミ
ナ
ソ
コ底
清
く
見
へ

候
程
に
。
一
首
の
御
詠
歌
に
。
藤
波
の

影
成
海
の
底
清
み
。
し
づ
く
石
を
も
玉

と
我
カ
見
る
と
遊
れ
け
れ
ハ
。
其
時
御

供
に
候
ひ
し
奈ナ

ハ和
丸マ
ロ

と
申
御
方
取
あ
へ

す
。
田
子
の
浦
底
さ
へ
匂
ふ
藤
波
を
か

さ
し
て
行
むむ

見
ぬ
人
の
為
と
読
せ
給
ひ

し
よ
り
。
此
所
を
田
子
の
浦
と
申
し
。

夫
ゟ
是
成
る
藤
を
。
田
子
の
浦
藤
と
申

習
し
候
。
し
か
の
ミ
な
ら
す
家
持
の
卿

は
。
万
葉
集
の
作
者
と
聞
ゆ
る
哥
人
に

て
御
座
候
故
。
其
後
代
々
の
集
に
も
。

田
子
の
浦
ふ
じ
と
読
た
る
哥
あ
ま
た
有

よ
し
承
り
及
て
候
。
誠
に
此
藤
ハ
。
し

な
ゐ
長
く
色
深
く
御
座
候
。
昔
こ
そ
御

賞
翫
も
候
へ
。
只
今
ハ
遠ヲ
ン

世
の
事
な
れ

ハ
。
誰
見
る
人
も
な
く
候
。
か
様
の
物

語
も
。
古
き
人
の
申
伝
た
る
斗
に
候
。

最
前
申
如
く
委
敷
ハ
存
せ
す
候
得
共
、

先
我
等
の
承
り
及
た
る
通
御
物
語
申
て

候
が
扨
お
尋
ハ
如
何
様
成
御
事
に
て
候

そ　

シ
カ
〳
〵
。　

是
は
奇
特
成
事
を

承
り
候
者
哉
。
某
推
量
仕
る
に
お
僧
の

御
心
中
貴
く
ま
し
ま
す
に
よ
り
御
法ノ
リ

を

請
、
佛
果ク
ハ

を
得
ん
と
思
ひ
此
花
の
精

めミ

テて
顕
れ
、
声
言
葉
を
か
は
し
た
る
と

存
候
間
、
今
宵
ハ
此
所
に
御
逗
留
有
、

有
か
た
き
御
経
を
も
御
と
く
し
ゆ
な
さ

れ
、
重
て
奇
特
を
御
覧
あ
れ
か
し
と
存

候
。
シ
カ
〳
〵
。
御
逗
留
の
間
ハ
我
等

お
宿
を
参
ら
せ
候
へ
し　

シ
カ
〳
〵
。

心
得
申
て
候
。

　
「
大
観
」・「
集
成
」・「
得
平
本
」
に
は
、

『
万
葉
集
』
巻
第
十
九
の
「
藤
波
の
影
な

す
海
の
底
清
み
沈
く
石
を
も
玉
と
そ
我
が

見
る
」（
注
五
）
の
和
歌
が
引
用
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
《
藤
》
に
つ
い
て
は
大
蔵

流
・
和
泉
流
三
宅
派
の
間
狂
言
台
本
と
得

平
家
の
間
狂
言
台
本
の
間
に
交
流
が
あ
っ

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
和

歌
は
大
伴
家
持
の
作
で
あ
り
、
多
胡
の
藤

は
こ
の
和
歌
に
由
来
す
る
家
持
所
縁
の
藤

と
し
て
有
名
だ
っ
た
。
た
だ
し
い
ず
れ
も

《
藤
》
の
本
文
詞
章
に
は
こ
の
和
歌
や
家

持
の
事
は
述
べ
ら
れ
ず
、
間
狂
言
で
述
べ

ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
詞
章
に
書
か
れ
て

い
な
い
そ
の
土
地
の
有
名
な
故
事
を
間
狂

言
で
語
る
例
と
し
て
《
八
島
》
の
「
那
須

与
一
語
」
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
本

文
に
入
れ
る
と
煩
雑
に
な
る
だ
ろ
う
故
事

を
作
中
に
取
り
入
れ
る
た
め
間
狂
言
を
用

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
観
世
流
・
宝
生
流
・
金
剛
流
三
流

と
も
に
本
文
詞
章
に
引
用
し
て
い
る
「
多

祜
の
浦
の
底
さ
へ
に
ほ
ふ
藤
波
を
」
の
和

歌
（
注
五
）
は
、「
大
観
」・「
集
成
」・「
得

平
本
」
の
い
ず
れ
で
も
間
狂
言
で
触
れ
ら

れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
三
冊
は
ど
の
流
儀

の
シ
テ
を
相
手
に
し
て
も
勤
め
ら
れ
る
形

に
作
ら
れ
て
い
る
。

　
「
副
言
巻
」
は
他
の
三
冊
と
は
大
き
く

異
な
り
、「
藤
波
の
」
の
和
歌
を
「
古
歌
」

と
だ
け
述
べ
て
引
用
し
な
い
。
名
所
の
説

明
・
由
来
な
ど
を
「
哥
物
語
」
と
し
て
一

括
し
、
ワ
キ
の
セ
リ
フ
な
ど
に
も
省
略
が

あ
る
。
特
に
ア
イ
の
セ
リ
フ
が
、
間
狂
言

が
シ
テ
の
装
束
替
え
の
時
間
で
も
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
少
し
短
い
よ
う
に
感
じ

る
。「
副
言
巻
」
は
、
シ
テ
方
で
あ
る
観

世
元
章
が
、
そ
れ
ま
で
シ
テ
方
が
干
渉
す

る
こ
と
の
な
か
っ
た
狂
言
方
担
当
の
間
狂

言
の
本
文
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
曲

の
前
後
の
統
一
性
を
保
と
う
と
す
る
意
図

を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
間
狂
言
そ
の
も
の
は
セ
リ
フ
を
短
く

し
、
ワ
キ
の
待
謡
や
後
ジ
テ
の
出
の
囃
子

の
長
さ
な
ど
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
間

狂
言
の
時
間
を
自
在
に
調
整
で
き
る
よ
う

に
元
章
は
考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。『
副
言
巻
』
の
他
曲
の
間
狂
言
に
つ

い
て
も
同
様
な
の
か
検
討
の
必
要
が
あ
ろ

う
。

　

本
稿
で
は
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た《
藤
》

の
間
狂
言
の
う
ち
入
手
出
来
た
三
冊
と
シ

テ
方
が
作
成
し
た
『
副
言
巻
』
を
比
較

し
て
み
た
。
三
冊
は
い
ず
れ
も
流
儀
を
越

え
て
対
応
で
き
る
形
の
本
文
に
作
ら
れ
て

い
た
。
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
幕
府
の
座

付
以
外
の
演
能
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
大
蔵

流
・
和
泉
流
共
に
さ
ま
ざ
ま
な
流
儀
の
間

狂
言
を
勤
め
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
、

こ
の
間
狂
言
に
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
検
証
す
る
た
め

に
、
さ
ら
に
様
々
な
曲
に
お
け
る
多
種
の

間
狂
言
本
を
集
め
て
比
較
・
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

注一 　
『
能
・
狂
言
辞
典
』
西
野
春
雄
・
羽

田
昶
編
集
、
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
六

月
発
行
、
一
二
七
︱
一
二
八
頁

二 　
『
狂
言
集
成
』
野
々
村
戒
三
・
安
藤

常
次
郎
著
、
能
楽
書
林
、
一
九
七
四
年

三
月
発
行
、
七
二
二
︱
七
二
三
頁

三 　
『
謡
曲
大
観
』
第
四
巻
、
佐
成
謙
太

郎
著
、
明
治
書
院
、
一
九
三
一
年
二
月

発
行
、
二
七
二
三
︱
二
七
三
六
頁
。
凡

例
八
頁
に
「
森
川
杜
園
旧
蔵
大
蔵
流
古

写
本
に
拠
る
」
と
あ
る
。

四 　
「K

anze N
et

（http://kanze.
net/

）」
よ
り

五 　
『
萬
葉
集　

四
』
佐
竹
昭
弘
・
山
田

英
雄
・
工
藤
力
男
・
大
谷
雅
夫
・
山
崎

福
之
校
注
、新
日
本
古
典
文
学
大
系
４
、

岩
波
書
店
、二
〇
〇
三
年
一
〇
月
発
行
、

三
〇
五
︱
三
〇
六
頁

謝
辞　

 

貴
重
な
間
狂
言
本
の
翻
刻
と
掲
載

を
ご
許
可
下
さ
い
ま
し
た
佐
藤
友
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彦
先
生
に
感
謝
致
し
ま
す
。
本
稿

は
平
成
27
年
度
科
学
研
究
費
基
盤

研
究
（
Ｃ
）「
東
海
地
域
近
世
・

近
代
能
楽
資
料
の
収
集
・
整
理

と
ア
ー
カ
イ
ブ
化
」（
研
究
者
代

表
：
飯
塚
恵
理
人
、
課
題
番
号
：

26370216
）
の
成
果
の
一
部
と
な

り
ま
す
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

鴻
山
文
庫
蔵
『
乱
舞
帳
』�

人
物
考
察

佐
藤
和
道

『
東
海
能
楽
研
究
会
二
十
周
年
記
念
論

集
』に
紹
介
し
た
鴻
山
文
庫
蔵『
乱
舞
帳
』

記
載
の
人
物
の
う
ち
、
筆
者
平
井
半
左
衛

門
（
拙
者
・
拙
宅
等
）
を
除
く
人
名
を
以

下
に
列
記
し
、
簡
単
な
来
歴
と
該
当
す
る

記
事
番
号
を
記
し
た
。

■
凡
例
　

『
乱
舞
帳
』
の
記
述
や
諸
史
料
か
ら
氏
名

を
補
っ
た
も
の
は
（
）
で
示
し
た
。
同
様

に
判
明
し
た
流
儀
や
役
籍
を【
】で
示
し
、

家
禄
・
職
籍
（
弘
化
年
間
の
も
の
、
家
督

相
続
以
前
の
場
合
は
相
続
年
）を
記
し
た
。

『
乱
舞
帳
』
に
氏
名
以
外
の
表
記
が
あ
る

場
合
や
別
人
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
は「
」

で
示
し
た
。
前
稿
の
翻
刻
を
修
正
し
た
場

合
は
記
事
番
号
の
後
に
×
で
前
稿
の
表
記

を
記
し
た
。
そ
の
他
特
記
事
項
は
《
》
で

示
し
た
。『
安
政
五
年
戊
午
改
分
限
帳
』

記
載
の
役
者
は
安
、『
能
狂
言
有
志
名
集
』

は
有
、『
名
古
屋
能
楽
愛
好
者
相
撲
見
立
』

は
相
を
付
し
た
（
い
ず
れ
も
後
掲
飯
塚

書
所
載
）。

■
姓
名
の
判
明
す
る
人
物

・ 

朝
岡
半
五
郎
【
謡
】
21　

58　

77　

97　

114　

125

・ 

芦
沢
佐
左
衛
門
【
謡
】
百
五
十
石
・
大

番
「
芦
沢
父
子
」
３　

10　

11　

12　

15　

16　

60　

81

・ 

芦
沢
直
次
郎
【
小
鼓
】
百
五
十
石
・
佐

左
衛
門
養
子
・
嘉
永
二
年
相
続
「
芦
沢

父
子
」
３　

10　

11　

12　

15　

16　

28　

64　

81
【
相
】

・ 

芦
沢
源
太
郎
【
大
鼓
】
二
百
石
・
御
小

納
戸
10　

36　

64
相

・ 

天
野
源
一
郎（
源
市
郎
・
市
郎
次
）【
謡
】

九
十
石
・
御
本
丸
番
６　

16　

20　

21　

28　

47　

63　

85　

110　

114

・ 

天
野
多
仲
【
大
鼓
】
百
五
十
石
・
寄
合

組
10

・ 

飯
田
源
之
助
【
笛
】
10　

13　

15　

25　

28　

64　

81　

114《
㉓
に
飯
田
源
之
助
》

・ 

飯
沼
由
太
郎
【
謡
】
八
十
五
俵
・
嘉
永

七
年
相
続
10　

13　

38　

50　

117
相

・ （
石
井
）
弥
市
【
大
鼓
・
石
井
】
御
役

者
75

・ （
石
井
）
弥
市
倅
（
松
三
郎
）【
大
鼓
・

石
井
】
御
役
者
75
安
・
有

・ 

石
原
又
市
【
謡
・
宝
生
】
二
百
五
十
石

文
久
二
年
相
続
64
有

・ 

市
川
新
十
郎
×
新
一
郎【
謡
】三
十
俵
・

寄
合
組
114
《『
藩
士
名
寄
』
に
弘
化
三

年
没
、
嗣
子
は
金
三
郎
（
新
次
郎
）。

誤
記
か
》

・ 

一
色
兵
馬
（
六
郎
）　

二
百
石
・
御
使

番
格
「
一
色
父
子
」
36　

117

・ （
一
色
？
）
新
太
郎
【
笛
】
36　

64　

92
「
笛
ハ
一
色
初
能
」《
①
に
一
色
新

次
郎
》

・ 

今
井
鍬
三
郎
【
笛
】
５　

28
×
新
三
郎

《「
鍬
次
郎
」
の
誤
り
か
》

・ 

今
井
鍬
次
郎
【
笛
】
今
井
与
三
右
衛
門

の
子
か
「
今
井
父
子
」
３　

10
×
今
井

新
次
郎
11　

12　

16　

81
×
新
次
郎

《
今
井
与
三
右
衛
門
養
子
に
新
次
郎
と

あ
る
が
、
字
は
鍬
次
郎
に
読
め
る
。
別

人
か
》

・ 

今
井
与
三
右
衛
門
（
紋
三
郎
）【
笛
？
】

百
五
十
石
・
御
金
奉
行
「
今
井
父
子
」

３　

５　

10　

11　

12　

15　

16　

81　

111
・ （
大
野
）
藤
五
郎
【
シ
テ
・
宝
生
】
御

役
者
・
七
世
67　

68　

69　

73　

83　

86　

100　

107
×
藤
太
郎
128　

130

・ 
小
笠
原
九
郎
右
衛
門　

百
石
・
勘
吟
頭

取
134

・ 
岡
本
代
右
衛
門
（
鉄
太
郎
）　

二
百
五
十

石
・
大
番
４

・ 

岡
山
竹
三
郎
３　

28

・ 

小
川
恒
吉
×
順
吉　

百
石
・
大
番
10

・ 

奥
田
忠
馬
【
太
鼓
】「
後
見
」
６　

10　

16　

28　

34　

36　

115
「
奥
田
忠
右
衛

門
宅
ニ
而
忠
馬
事
重
願
院
上
膳
囃
子
有

之
」

・ 

奥
田
忠
右
衛
門
115

・ 

尾
崎
儀
平
（
彦
七
郎
）
二
百
石
・
御
船

手
改
役
10

・ 

小
田
切
伝
之
丞
（
春
江
）
百
石
・
大
番

【
謡
】
10　

13　

81　

117
相

・ 

帯
金
弁
三
郎　

二
百
石
・
寄
合
組
55

・ 

加
藤
九
郎
右
衛
門　

五
十
六
俵
・
寺
社

吟
頭
取
88
有

・ 

神
尾
藤
五
郎　

三
百
石
・
御
使
番
129

・ 

川
澄
源
七
（
源
次
郎
）【
笛
】
寄
合
組
・

三
十
俵
10　

12　

13　

21
「
源
七
郎
」

36　

64

・ 

鬼
頭
満
太
郎
【
太
鼓
・
観
世
】「
後
見
」

52　

75

・ 

木
下
正
三
郎【
シ
テ
・
観
世
】御
役
者
・

二
世
敬
之
9　

14　

24　

25　

31　

40　

43　

45　

51　

53　

54　

62　

66　

70　

72　

89　

90　

94　

95　

107　

112　

113　

120
安

・ 

酒
井
金
左
衛
門
【
謡
】
御
馬
廻
組
・
百

石
10　

28　

117
「
酒
井
」

・ 

酒
井
告
之
進
【
謡
】
百
石
・
金
左
衛
門

嗣
子
・
明
治
元
年
相
続
10

・ 

佐
藤
増
太
郎
【
小
鼓
】
五
十
俵
・
中
奥

御
番
４　

19　

21　

114
有

・ （
佐
枝
）金
市【
大
鼓
】64　

114
三
百
石
・

文
久
二
年
相
続
《
29
に
「
佐
枝
金
市
」、

関
連
か
》
有

・
佐
枝
金
一
郎
【
大
鼓
】
16　

114

・
佐
枝
金
七
【
大
鼓
】
28　

36

・ 

鈴
木
治
部
左
衛
門
（
亀
太
郎
）　

八
百
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石
・
大
番
頭
格
79

・ 
鈴
木
藤
十
郎
（
同
家
内
）
10
《
善
之
助

か
。
天
保
九
年
病
気
に
よ
り
隠
居
。》

・ 

島
田（
嶋
田
）元
太
郎（
定
八
）【
大
鼓
・

石
井
】
御
役
者
26　

61
「
か
し
屋
丁
」

75　

99　

107　

116

（
嶋
田
）
定
八
【
大
鼓
・
石
井
】
御
役

者
《『
藩
士
名
寄
』
に
嘉
永
二
年
病
死
。

元
太
郎
の
父
》
107

・ 

下
方
弥
太
郎【
小
鼓
】15　

36　

81《
弥

三
郎
か
》

・ 

杉
山
三
右
衛
門（
伝
三
郎
）　

四
百
石
・

大
番
16
「
杉
山
」
124　

132

・ 

高
木
重
三
郎　

百
石
・
寄
合
50
《
文
政

四
年
隠
居
》

・ （
高
田
）伊
三
郎（
伊
右
衛
門
）【
小
鼓
・

観
世
】
御
役
者
・
十
一
世
か
。
75　

107　

109
《『
藩
士
名
寄
』
に
「
嘉
永
元
申
六

月
十
日
伊
右
衛
門
」
と
あ
り
、
伊
右
衛

門
と
同
人
。
109
は
改
名
後
の
誤
記
か
》

・ 

高
間
彦
八
郎【
謡
】114《
彦
左
衛
門
か
》

・ 

竹
腰
孫
四
郎
（
二
郎
・
孫
八
郎
）【
太

鼓
】百
石
・
御
書
院
番「
竹
孫
」「
後
見
」

３　

10　

12　

15　

16　

21　

23　

27　

28　

29　

32　

35　

36　

63　

64　

80　

81　

84　

91　

97　

114　

117　

119

・ 

棚
橋
友
吉　

百
五
十
石
・
寄
合
組
10 

・ 

舎
人
鈴
三
郎
【
小
鼓
】
二
百
石
・
御
書

院
番
見
習
・
弘
化
四
年
相
続
２　

３　

10　

11　

12　

15　

16　

28
有

・ 

内
藤
又
左
衛
門
（
鐐
之
助
・
五
郎
右
衛

門
）　

二
百
五
十
石
・
大
番
７

・ 

中
山
源
三
郎　

二
百
五
十
石
・
嘉
永
五

年
相
続
27　

32　

33　

37　

39　

44　

49　

80
《
嘉
永
五
年
病
死
》

・ 

成
田
新
八
郎
【
笛
】
91

・ （
西
村
）
庄
一
郎
【
ワ
キ
・
高
安
】
御

役
者
・
五
世
敬
長
か
107
安

・ （
野
村
）
又
三
郎
【
狂
言
・
和
泉
】
御

役
者
107
安

・ （
野
村
）
小
十
郎
【
狂
言
・
和
泉
】
御

役
者
・
又
三
郎
嗣
子
107

・ 

野
呂
孫
六　
【
謡
・
宝
生
】百
五
十
石
・

大
番
36
「
孫
六
郎
」
64　

108

・ 

馬
場
三
右
衛
門
（
常
吉
）　

八
百
石
・

御
徒
頭
103　

104　

106　

126

・ 
早
川
幸
八
【
狂
言
・
和
泉
】
御
役
者

127
安

・
林
政
次
郎
×
鉄
次
郎
133

・ 

林
健
之
丞
（
勘
兵
衛
）　

四
百
石
・
御

使
番
135

・ 

平
井
健
之
助
【
太
鼓
・
観
世
】
16
「
初

囃
子
」
20
〜
22　

28　

36　

47　

54　

56　

60　

63
〜
65　

68　

70　

71　

73

〜
76　

78　

80　

81　

85　

89　

90
〜

92　

94　

95　

102　

110
〜
116　

119　

120

・ 

平
井
七
之
丞
（
七
左
衛
門
）　

百
五
十

石
・
大
番
・
文
久
二
年
相
続
【
太
鼓
・

観
世
】
５　

10
「
当
年
八
歳
」
〜
14　

16　

17　

22　

25　

26　

28　

36　

47　

54
〜
56　

59
〜
61　

63　

64　

68
〜
76　

78　

80　

81　

83　

85
〜
92　

94
〜
97　

102　

107
「
ヒ
ラ
キ
」
108　

110
〜
116　

119

・ 

平
井
安
次
郎
（
半
左
衛
門
）　

百
五
十

石
・
大
番
・
嘉
永
四
年
相
続
11
「
平
井

父
子
」
66　

67　

68　

95
《
七
之
丞
・

健
之
助
養
父
》

・ 

平
岩
加
兵
衛
【
笛
・
平
岩
】
御
役
者
・

八
世
雲
田
３
「
嘉
兵
衛
」
11　

15　

16　

107
・ 

平
岩
幾
次
郎
（
加
兵
衛
）【
笛
・
平
岩
】

御
役
者
・
九
世
恭
寛
107　

131
安
・
有

・ 

福
井
忠
四
郎【
小
鼓
・
幸
清
】御
役
者
・

六
世
富
純
17　

18　

23　

26　

29　

30　

35　

41　

46　

48　

59　

74　

75　

82　

87　

93　

96　

98　

105　

114　

118
安

・ 

藤
沢
権
左
衛
門　

百
石
・
新
御
番
格
108

・ （
藤
田
）
清
九
郎
（
光
三
郎
）【
笛
・
藤

田
】
御
役
者
《
安
に
よ
れ
ば
「
同
（
弘

化
四
年
）
九
月
、願
之
通
、光
三
郎
事
、

清
九
郎
与
改
名
相
済
」
と
あ
り
、
光
三

郎
と
同
一
人
物
》
751　

07
安
・
有

・ （
藤
田
）
六
郎
兵
衛
【
笛
・
藤
田
】
御

役
者
・
八
世
26　

75
安
・
相

・ 

堀
勘
兵
衛
（
金
次
郎
）　

三
百
石
・
御

小
納
戸
84
「
丸
之
内
」

・ 

本
田
作
右
衛
門（
本
多
藤
十
郎
）百
石
・

書
院
番
10

・ 

前
田
理
左
衛
門　

五
十
四
俵
・
大
番
57

・ 

水
野
伴
左
衛
門　

五
百
石
・
御
先
手
52

・ 

毛
利
藤
五
郎
【
大
鼓
】
百
石
・
大
番
３　

10　

11　

15　

16　

28　

64　

81　

117

・ 
諸
井
金
太
郎（
源
兵
衛
）【
太
鼓
・
観
世
】

御
役
者
「
先
生
」
１　

10　

13　

22　

24　

41　

56　

62　

65　

67　

68　

78　

83　

92　

107　

120
安

・ 

諸
井
真
吉【
太
鼓
・
観
世
】10　

121《『
鬼

頭
家
文
書
』に
見
え
る
。金
太
郎
嗣
子
か
》

・ （
山
脇
）
得
平
【
狂
言
・
和
泉
】
御
役

者
107

・ 

横
井
市
郎
平
（
孫
右
衛
門
）【
シ
テ
】

千
五
百
石
・
孫
右
衛
門
嗣
子
・
安
政
五

年
相
続
26

・ 

横
井
宗
太
郎
【
シ
テ
・
宝
生
】
26　

64　

101
・ 

横
井
孫
右
衛
門（
半
之
丞
）千
五
百
石
・

御
側
用
人
26

・ 

若
尾
半
之
助　

御
本
丸
番
見
習
・
八
人

扶
持
10

・ 

若
尾
半
三
郎
（
弥
次
右
衛
門
）【
謡
】

八
十
石
・
半
之
助
嗣
子
・
嘉
永
五
年
相

続
114

■�

姓
名
の
ど
ち
ら
か
し
か
判
明
し
な
い
人

物
・
角
二
郎
【
シ
テ
】
64　

102
「
角
次
郎
」

・
勘
之
助
【
太
鼓
】
81

・ 

源
太
郎【
小
鼓
】26《
芦
沢
源
太
郎
か
。

但
し
芦
沢
は
【
大
鼓
】》

・ 

米
庄
【
大
鼓
】
12　

14　

15　

21
《
両

替
商
に
米
屋
庄
右
衛
門
・
庄
五
郎
な
ど

が
あ
り
、
町
人
か
》

・ 

庄
五
郎
【
小
鼓
】
64

・ 

新
次
郎
【
笛
】
114
《
字
は
「
鍬
次
郎
」

で
は
な
い
》

・ 

清
広
院
10
《
平
井
親
族
か
》

・ 

為
三
郎
【
小
鼓
】
64　

81

・ 

常
三
郎
「
後
見
」
と
あ
り
、【
太
鼓
】

か
32　

62　

74　

79　

81　

82　

83　

84　

88　

92　

93　

95
×
為
三
郎
96　

98　

100　

102
〜
104　

106　

107　

109　

110　

113　

114
《
㊾
に
吉
田
常
三
郎
》



東海能楽研究会年報　第20号

− 13 −

・
常
次
郎
46
「
後
見
」
常
三
郎
か

・
虎
太
郎
【
太
鼓
】
か
38

・
内
藤
102
「
隣
家
」

・
春
田
【
太
鼓
】
か
80　

97

・
弥
次
郎
【
大
鼓
】
81　

114

・
吉
川
38
「
天
王
崎
」

・ 

一
山
屋
54
・
梅
次
68
・
海
部
３
・
亀

屋
123
・
島
沢
117
・
善
九
郎
25
・
辰
吉

88
・
次
太
夫
25
・
都
山
28
・
服
部
71
・

卜
雲
３
・
万
歳
81
・
毛
利
半
117
・
八
木

寅
13
・
矢
部
42
・
山
内
117
・
湯
本
117　

119
・
若
林
11

・ 

75
鬼
頭
満
太
郎
宅
囃
子
番
組
に
見
え
る

人
物

【
シ
テ
】
九
右
衛
門
・
惣
治
・
源
次
郎

・ 

107
大
野
舞
台
又
三
郎
催
番
組
に
見
え
る

人
物

【
シ
テ
】
相
馬
・
龍
次
郎

【
ワ
キ
】
六
太
郎

【
笛
】
八
五
郎

【
小
鼓
】
覚
太
郎
・
太
六
・
鄰
三
郎 

【
大
鼓
】
秀
次
・
哲
七

【
狂
言
】
彦
三
郎
・
真
三
郎
・
政
太
郎
・

直
之
進
・
八
五
郎
・
文
大
夫
・
友
之
進
・

梅
之
進
・
留
三
郎
・
吉
五
郎
・
徳
次
郎
・

富
三
郎
・
松
次
郎　

誠
吉
・
正
意

（
参
考
）

飯
塚
恵
理
人
『
近
世
能
楽
史
の
研

究　

東
海
地
域
を
中
心
に
』（
雄
山
閣
、

一
九
九
九
年
）

『
名
古
屋
市
史
人
物
編
』（
国
書
刊
行
会
、

一
九
八
一
年
）

『
デ
ジ
タ
ル
版
名
古
屋
城
下
御
調
べ
帳
』

（
名
古
屋
市
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
）

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

『
太
平
記
』
と
狂
言

林　

和
利

　

一
、
先
学
の
説

　
『
太
平
記
』
の
記
述
意
識
が
狂
言
に
近

い
と
教
わ
っ
た
の
は
、
山
下
宏
明
「
狂
言

の
世
界
に
歩
み
寄
る
『
太
平
記
』」（『
い

く
さ
物
語
の
語
り
と
批
評
』
世
界
思
想

社
・
一
九
九
七
）
だ
っ
た
。

…
『
太
平
記
』
の
場
合
、
対
象
か
ら

遊
離
し
た
高
踏
性
が
、
時
に
は
狂
言

の
世
界
に
も
通
う
喜
劇
性
を
も
た
ら

す
。

　

そ
の
喜
劇
性
の
例
と
し
て
、「
師
直
が

湯
殿
に
女
房
を
の
ぞ
き
見
し
て
わ
な
な
き

悶
絶
す
る
」く
だ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
い
は
、
佐
々
木
道
誉
の
し
た
た
か
さ

も
喜
劇
タ
ッ
チ
で
描
い
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
の
山
下
稿
が
引
用
し
て
い
る
同
趣
旨

の
先
行
文
献
に
、山
口
昌
男
の
説
が
あ
る
。

中
沢
新
一
と
の
対
談「『
太
平
記
』の
世
界
」

（『
国
文
学
』
一
九
九
一
・
二
）
で
、
山
口

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
太
平
記
」
の
場
合
は
、
確
か
に
年

代
的
な
流
れ
と
い
う
の
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
が
、
一
つ
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
何
か
独
立
し
て
い
る
。
そ
う
す

る
と
、
そ
う
い
う
も
の
は
最
終
的
に

は
能
よ
り
も
狂
言
に
い
き
や
す
い
と

い
う
感
じ
が
あ
っ
て
、
連
続
性
よ
り

も
非
連
続
性
の
ほ
う
が
目
だ
っ
て
し

ま
う
。

　

そ
の
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
北
条
高

時
に
信
頼
さ
れ
て
い
た
評
判
の
若
武
者
島

津
四
郎
が
、
敵
の
新
田
義
貞
軍
を
前
に
戦

わ
ず
し
て
降
参
す
る
と
い
う
意
気
地
無
い

話
（
巻
十
「
稲
村
崎
成
干
潟
事
」）
を
挙

げ
て
い
る
。

　

あ
る
い
は
、赤
坂
城
を
攻
め
る
に
際
し
、

人
見
四
郎
と
本
間
資
貞
の
二
人
が
先
陣

切
っ
て
堀
の
際
ま
で
馬
で
押
し
寄
せ
、
大

声
で
名
乗
り
を
上
げ
た
が
全
く
無
視
さ
れ

て
犬
死
に
し
た
話
（
巻
六
「
赤
坂
合
戦
事

付
人
見
本
間
抜
懸
事
」）も
紹
介
し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
『
太
平
記
』
の
喜
劇
性
を
い

ち
早
く
指
摘
し
た
の
は
、永
積
安
明
の「
平

家
物
語
と
太
平
記
」お
よ
び「
太
平
記
論
」

（
と
も
に
『
中
世
文
学
の
展
望
』
東
京
大

学
出
版
会
・
一
九
五
六
、所
収
）だ
っ
た
。

『
太
平
記
』
が
、
公
家
た
ち
の
「
喜
劇
的

な
行
動
」
を
描
い
て
い
る
と
か
、
古
代
貴

族
た
ち
の
「
喜
劇
的
な
行
動
を
冷
笑
し
」

て
い
る
と
指
摘
し
、
楠
正
成
の
奇
想
天
外

な
謀
略
は
、
敵
を
「
笑
い
と
ば
す
物
語
と

し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
」と
説
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
先
学
の
導
き
に
よ
っ
て
、『
太

平
記
』
の
喜
劇
性
は
す
で
に
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

二
、
作
者

　

狂
言
と
『
太
平
記
』
の
関
連
性
を
論
じ

る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
作
者
の
問
題
が
気

に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
古
来
、
両
方
の

作
者
に
仮
託
さ
れ
た
共
通
の
人
物
が
存
在

す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
玄
恵
法
印
で

あ
る
。

　

大
蔵
弥
右
衛
門
家
の
書
上
で
は
、「
末

広
が
り
」
以
下
五
十
九
番
の
狂
言
を
玄
恵

作
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、『
太
平
記
』
作
者
説
は
、
今
川

了
俊
が
『
難
太
平
記
』（
応
永
九
年
＝

一
四
〇
二
）
で
記
し
て
い
る
説
で
あ
る
。

そ
の
信
憑
性
を
詳
細
に
吟
味
し
た
鈴
木
登

美
恵
「
太
平
記
作
者
と
玄
恵
法
印
」（『
国

語
と
国
文
学
』（
一
九
七
三
・
四
）
に
よ
れ

ば
、
そ
の
可
能
性
は
あ
る
と
い
う
。

　

玄
恵
は
、
高
い
レ
ベ
ル
の
学
識
と
文
筆

の
才
を
有
し
た
天
台
僧
侶
で
、
南
北
朝
期

の
政
治
的
中
枢
に
も
関
与
し
た
重
要
人
物

だ
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
狂
言
作
者
説
は
信
ず
る
に

足
り
な
い
。
し
か
し
、『
太
平
記
』
と
狂

言
の
関
係
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
伝

承
も
、
あ
な
が
ち
無
視
も
で
き
な
い
の
で

あ
る
。

　

三
、 

狂
言
「
入
間
川
」
の
成
立
と
『
太

平
記
』

　

す
で
に
、
拙
稿
「
狂
言
の
作
者
と
作
品

の
成
立
」（『
能
・
狂
言
を
学
ぶ
人
の
た
め
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に
』
世
界
思
想
社
・
二
〇
一
二
）
で
論
じ

た
こ
と
だ
が
、
狂
言
「
入
間
川
」
の
成
立

に
『
太
平
記
』
が
関
与
し
て
い
る
と
私
は

考
え
て
い
る
。

　

入
間
川
は
、
秩
父
に
発
し
て
埼
玉
県
南

部
を
流
れ
る
川
だ
が
、
狂
言
が
生
成
し
た

は
ず
の
京
都
界
隈
で
は
耳
慣
れ
な
い
川
の

名
で
あ
る
。
そ
う
い
う
マ
イ
ナ
ー
な
場
所

を
舞
台
に
し
た
の
は
、
入
間
川
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
事
件
が
起
き
た
こ
と
と

関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）、
上
野
国
で

鎌
倉
幕
府
打
倒
の
兵
を
挙
げ
た
新
田
義
貞

は
、
ま
さ
に
そ
の
入
間
川
に
布
陣
し
た
。

進
撃
の
度
に
勝
利
を
収
め
て
勢
力
を
拡
大

し
、
つ
い
に
鎌
倉
幕
府
を
滅
亡
さ
せ
る
。

入
間
川
布
陣
の
場
面
は
『
太
平
記
』
巻
十

に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
入
間
川
は
鎌
倉
幕
府
滅
亡
に

直
結
す
る
戦
い
の
重
要
な
拠
点
と
な
っ
た

場
所
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
『
太
平
記
』

を
通
じ
て
知
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
が
「
入
間
川
」
成
立
の
背
景
に
あ

る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

四
、
狂
言
「
靱
猿
」
と
『
太
平
記
』

　

こ
れ
も
既
述
の
こ
と
だ
が
、
狂
言
「
靱

猿
」
の
成
立
に
も
『
太
平
記
』
が
関
係
し

て
い
る
と
、
私
は
考
え
て
い
る
（「
南
北

朝
期
・
室
町
初
期
に
お
け
る
狂
言
成
立

の
可
能
性
」『
名
古
屋
女
子
大
学
紀
要
』

五
十
六
）。

　

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
猿

皮
を
巻
い
た
靱
を
用
い
た
と
い
う
実
例

は
、
ば
さ
ら
大
名
で
知
ら
れ
る
佐
々
木
道

誉
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
あ
る
。

　

暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）、
道
誉
が
天

台
宗
の
妙
法
院
に
狼
藉
を
は
た
ら
き
、
延

暦
寺
衆
徒
の
訴
え
で
出
羽
に
流
罪
に
な
っ

た
。
こ
の
と
き
、
一
行
の
靱
に
猿
皮
が
使

わ
れ
て
い
た
。
そ
の
話
は
『
太
平
記
』

二
十
一
巻
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

猿
は
日
吉
神
社
山
王
権
現
の
使
い
で
あ

る
。
そ
の
皮
を
靱
に
か
け
る
の
は
、
日
吉

神
社
と
一
体
の
延
暦
寺
に
対
す
る
示
威
行

為
だ
っ
た
。
神
を
も
恐
れ
ぬ
狂
気
の
沙
汰

と
も
言
え
る
。
こ
の
事
件
は
、
お
そ
ら
く

当
時
の
社
会
的
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
喧
伝

さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

狂
言
「
靱
猿
」
は
そ
の
状
況
の
中
で
、

人
々
の
記
憶
が
失
せ
な
い
う
ち
に
時
事
的

即
興
性
を
ね
ら
っ
て
作
ら
れ
た
と
見
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

五
、
臆
説

　
『
太
平
記
』
に
喜
劇
性
が
あ
る
か
ら
と

言
っ
て
安
易
に
狂
言
に
結
び
つ
け
る
の
は

危
険
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
な
に
が
し
か

の
関
連
を
予
測
さ
せ
る
材
料
も
揃
っ
て
い

る
。狂
言
が
醸
成
さ
れ
る
社
会
的
背
景
に
、

『
太
平
記
』
の
世
界
が
関
与
し
て
い
る
可

能
性
を
考
え
つ
つ
、
後
考
を
期
し
た
い
。

東
海
能
楽
研
究
会
年
報
　
第
二
十
号

二
〇
一
六
年
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平
成
二
十
八
）
三
月
三
十
一
日
発
行

代
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者　
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和
利

　
　
　
　

名
古
屋
女
子
大
学
文
学
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林
研
究
室

　
　
　
　

〒
467
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8610 

名
古
屋
市
瑞
穂
区
汐
路
町
三
－
四
〇
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印
刷
者　

共
生
印
刷
㈱

平
成
二
十
七
年
度
　
　
例
会
報
告

　

平
成
二
十
七
年

　
　

四
月
十
二
日　
　
　

於　

文
化
の
み
ち
二
葉
館

　
　
　
「
筧
鑛
一
先
生
を
偲
ぶ
会
」
座
談
会
（2014/8/30

）
に
つ
い
て 

青
山　

京
子 

氏

　
　
　

雑
誌
『
オ
ア
シ
ス
』
連
載
中
の
能
楽
エ
ッ
セ
イ
に
つ
い
て 

鬼
頭　

晴
義 

氏

　
　

五
月
十
日　
　
　
　

於　

文
化
の
み
ち
二
葉
館

　
　
　

東
海
能
楽
研
究
会
年
報 

第
十
九
号 

合
評
会

　
　

八
月
二
日　
　
　
　

於　

文
化
の
み
ち
二
葉
館　

　
　
　
「
鴻
山
文
庫
蔵
『
乱
舞
帳
』『
能
囃
子
出
勤
覚
』
の
考
察
」

 

佐
藤　

和
道 

氏

　
　

十
月
十
一
日　
　
　

於　

筧
清
澄
氏
宅

　
　
　

謡
曲
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
（
鬼
頭
晴
義
氏
所
蔵
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
）

　
　
　

下
田
文
庫
閲
覧

　

平
成
二
十
八
年

　
　

一
月
十
日　
　
　
　

於　

文
化
の
み
ち
二
葉
館

　
　
　
「「
闘
う
女
」
再
考　

︱
中
世
・
近
世
の
《
巴
》
︱
」 

米
田　

真
理 

氏

　
　

三
月
二
十
七
日　
　

於　

文
化
の
み
ち
二
葉
館

　
　
　
「
能
楽
よ
も
や
ま
話
」 

鬼
頭　

晴
義 

氏

　
　
　

東
海
能
楽
研
究
会
二
十
周
年
記
念
論
集　

合
評
会


